
俗

旺男

当

の

成

ム並

i
と
く
に
“
官
人
”
俗
別
当
に
つ
い
て
i

菊

池

京

子

俗別当の成立（菊池）

ド

　
【
要
約
】
　
平
安
初
期
の
仏
教
政
策
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
俗
別
当
に
つ
い
て
は
、
従
来
地
方
豪
族
の
氏
寺
の
氏
人
（
詰
論
）
俗
別
当
だ
け
で
論
ぜ
ら
れ

て
来
た
が
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
延
暦
寺
、
莱
大
寺
、
菓
寺
な
ど
の
諸
官
寺
に
み
ら
れ
る
俗
別
当
が
蕊
右
大
臣
、
弁
官
、
史
官
な

ど
の
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
“
官
人
”
俗
別
当
と
も
云
う
べ
き
も
の
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
成
立
状
況
を
通
じ
て
性
格
及
び
役
割
な
ど
を
論
及

鰍
舞
舞
諭
錺
謙
就
脈
夢
講
翻
↑
綴
甥
愚
論
鞭
繊
麗
譲
騨
鷲
髄
馴
麹
能
錨
糖
蓑
諺
野
帰
…

・
・
め
て
平
安
初
期
仏
教
肇
の
展
開
状
況
墨
・
的
・
撰
す
る
・
・
が
聚
・
・
で
は
あ
る
ま
い
か
・
森
五
奪
三
九
六
全
・
　

は
　
じ
　
め
　
に

　
平
安
初
期
の
仏
教
政
策
の
展
開
を
考
え
る
上
で
忘
れ
て
な
ら
ぬ
も
の
に
俗

別
当
の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
奈
良
末
平
安
初
期
地
方

豪
族
の
拾
頭
に
よ
る
私
意
建
立
と
い
っ
た
動
向
の
中
に
お
い
て
氏
寺
の
氏
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
檀
越
）
俗
別
豪
と
い
う
も
の
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で

の
論
点
は
、
た
と
え
ば
竹
内
理
三
氏
の
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

俗
別
当
は
「
艘
越
で
あ
る
こ
と
の
外
は
、
寺
院
に
対
す
る
権
能
は
弱
か
っ

②た
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
氏
人
俗
別

轟
に
関
す
る
限
り
、
わ
た
く
し
も
哲
内
氏
の
説
に
異
論
は
な
い
が
、
寺
院
の

俗
別
当
と
い
う
場
合
、
こ
の
氏
人
・
檀
越
だ
け
に
限
定
し
て
論
じ
て
よ
い
も

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
当
然
出
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
次
の
よ

う
な
記
事
は
俗
別
当
が
私
寺
だ
け
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
弘
仁
九
（
八
一
八
）
年
八
月
二
十
七
日
上
表
し
た
最
澄
の
「
山

　
　
　
③

象
学
生
式
」
の
中
の
文
句
で
あ
る
。
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ゾ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
ハ
　
　
ヅ
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
ヲ
　
　
シ
テ
　
ヲ
　
メ
　
　
ヘ
　
　
　
ヲ

　
　
凡
此
天
台
宗
院
。
差
船
倉
別
当
両
人
司
結
レ
番
令
レ
砂
山
検
校
一
心

　
　
　
　
テ
　
メ
　
　
セ
　
　
　
　
げ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
シ
　
　

ヲ
　
　
　
　
　
セ
ソ
　
　

ヲ

　
　
兼
令
レ
禁
＝
盗
賊
酒
女
等
⑩
住
二
持
仏
雪
嵐
守
＝
護
国
二
一

　
こ
の
記
事
は
お
そ
ら
く
俗
別
当
の
初
見
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば

俗
別
当
を
お
く
目
的
は
、
僧
尼
の
粛
正
、
仏
法
の
住
持
、
そ
し
て
国
家
の
守

護
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
道
鏡
以
来
堕
落
し
た
仏
教
界
を
一
新
し

よ
う
と
し
た
光
仁
・
桓
武
臣
の
政
策
に
そ
の
ま
ま
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
実
際
に
置
か
れ
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
五
年
後
、
最
澄
入
寂
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
弘
に
十
四
（
八
二
三
）
年
三
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
天
台
座
主
記
」

に
、

　
　
弘
仁
十
四
【
醗
二
月
ユ
ロ
穴
口
円
　
薫
煙
昌
出
寸
額
↓
悶
万
二
延
酬
暦
寺
↓
一
二
月
一
二
口
H
勅
以
二

　
　
　
　
　
　
要

　
　
中
納
言
藤
原
朝
臣
三
守
右
中
弁
大
伴
宿
禰
国
道
一
碧
レ
定
　
置
寺
家
別
当
雨

　
　
従
レ
此
以
後
、
以
　
左
大
照
一
為
畠
検
狡
一
型
＝
左
大
弁
、
左
蝉
茸
㎜
為
二
別
当
↓

と
あ
り
v
左
大
臣
、
弁
官
史
官
な
ど
の
官
人
が
充
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
史
料
が
注
員
さ
れ
る
の
は
、
俗
別
惑
が
「
氏
人
」
俗
別
当
と
い
う
よ

り
「
官
人
し
俗
別
当
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
官
人
俗
劉
嶺
を
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
、
桓
武
朝
に
お
け
る

宗
教
行
政
の
動
向
が
う
か
が
え
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
下
官
人
俗
別
楽
を
中
心
に
、
俗
別
当
が
平
安
初
期
ど
の
様
な
状

況
の
中
か
ら
生
れ
た
の
か
、
そ
し
て
ど
の
様
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

の
か
、
ど
の
様
な
官
人
が
こ
れ
に
補
さ
れ
た
の
か
、
更
に
は
当
時
の
寺
院
政

策
の
中
に
お
い
て
ど
の
様
な
役
割
を
果
し
た
の
か
、
そ
の
政
治
的
意
味
如
何
、

と
い
・
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
と
穆
や

①
井
上
光
貞
「
王
仁
の
事
務
氏
族
と
其
の
仏
教
…
上
代
仏
教
と
帰
化
人
の
関
係

　
に
就
い
て
の
一
考
察
一
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
五
十
四
編
第
九
号
所
載
、
九
四
穴

　
頁
）
、
西
口
順
子
門
九
・
十
世
紀
に
お
け
る
地
方
豪
族
の
私
田
」
　
（
『
仏
教
史
学
』

　
第
十
一
巻
第
一
号
所
載
、
一
二
十
二
一
三
頁
）
な
ど
。

②
「
延
喜
式
に
於
け
る
寺
院
」
（
『
律
令
側
と
亜
族
政
権
』
第
二
部
、
五
霊
四
頁
）
。

　
尚
本
稿
作
成
に
際
し
て
は
竹
内
理
三
先
生
の
こ
の
論
文
に
負
う
所
が
多
い
。
改
め

　
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

③
「
勧
奨
天
台
宗
年
分
学
生
式
」
、
こ
の
八
条
式
の
最
後
の
条
文
に
み
え
る
。
『
伝

　
教
大
師
金
集
縣
第
一
所
収
。
又
、
『
平
安
遺
文
』
第
八
巻
、
四
四
一
九
号
「
僧
最

　
澄
上
表
文
」
撃
力
条
と
し
て
も
み
え
る
。

④
『
続
群
書
類
従
』
繁
四
二
下
補
任
部
十
二
、
五
七
八
頁
。
、
尚
「
叡
揺
要
記
」
上

　
（
『
群
書
類
従
』
第
二
四
輯
、
釈
家
部
所
収
）
に
も
み
え
る
。

⑤
円
融
天
皇
の
御
願
寺
円
融
寺
の
俗
別
当
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
円
融
寺
の
成
立

　
過
程
」
（
『
史
窓
』
第
二
十
五
号
所
載
）
に
お
い
て
述
べ
た
の
で
そ
れ
も
参
照
し
て

　
い
た
だ
き
た
い
。

二
俗
別
当
の
成
立

　
俗
瀦
当
が
ど
の
様
な
も
の
か
ら
発
生
し
て
き
た
か
を
考
察
す
る
の
に
は
、

当
時
の
宗
教
行
政
を
含
め
た
政
治
史
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
奈
良
末
道
鏡
を
中
心
と
し
た
法
王
政
治
に
よ
る
政
治
や
僧
尼
の
腐
敗
は
、

光
仁
・
檀
武
朝
の
仏
教
粛
正
、
平
安
遷
都
と
い
う
形
で
の
政
治
局
新
を
要
請
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俗別墨の成立（菊池）

　
①
し
た
。
と
く
に
桓
武
天
皇
の
仏
教
統
制
が
主
と
し
て
南
都
仏
教
に
対
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
右
の
澄
清
よ
り
推
し
て
当
然
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ

し
て
平
安
油
鼠
後
は
じ
め
て
建
立
さ
れ
た
延
暦
穿
に
俗
別
訴
は
心
無
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
奈
良
仏
教
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
俗
別
当
が

こ
の
様
な
状
況
の
中
か
ら
生
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
上
で
、
わ
れ
わ

れ
は
ま
ず
発
生
の
問
題
か
ら
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
延
暦
寺
の

俗
別
当
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
紛
　
延
暦
寺
の
俗
別
当

　
　
　
　
（

　
延
暦
寺
の
俗
別
当
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
最
澄
入
寂
（
弘
仁
十
三
年
六

月
四
日
）
の
翌
年
（
八
二
三
）
二
月
廿
六
日
勅
に
よ
っ
て
寺
額
を
延
暦
寺
と

賜
い
、
三
月
三
日
に
藤
原
三
守
と
犬
伴
国
道
を
以
っ
て
定
め
置
か
れ
た
の
を

は
じ
め
と
す
る
。
そ
し
で
こ
れ
は
最
澄
の
提
唱
し
た
「
俗
別
当
両
人
漏
で
あ

り
、
桓
武
の
志
を
つ
い
だ
嵯
峨
朝
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
延
暦
寺
に
お
け

る
大
乗
戒
壇
の
設
立
は
、
最
澄
生
前
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

弟
子
の
光
定
が
奔
走
し
寂
後
七
日
目
の
六
月
十
「
日
に
そ
の
設
立
を
み
た
。

　
こ
の
設
遣
に
穿
り
光
定
に
協
力
し
て
嵯
峨
天
皇
に
颪
接
着
闘
を
可
能
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
く
れ
た
四
賢
臣
が
あ
っ
た
。
即
ち
「
僧
光
定
上
表
呈
し
に
、

　
　
（
前
略
）
最
澄
法
師
云
、
建
立
桓
武
天
皇
御
願
比
定
、
　
（
中
略
）
御
願
興

　
　
隆
、
悪
四
賢
照
、
其
四
賢
臣
、
故
贈
正
一
位
左
大
臣
兼
行
左
近
衛
大
将

　
　
藤
原
朝
距
冬
嗣
・
故
贈
従
二
位
行
大
納
言
兼
右
近
欝
欝
将
良
峰
朝
臣
安

　
　
世
現
有
従
二
位
行
大
納
言
守
春
宮
坊
傅
藤
原
朝
臣
三
守
・
故
参
議
三
四

　
　
位
上
兼
守
右
大
弁
行
陸
奥
出
羽
墨
壷
使
伴
宿
禰
国
道
、
　
（
下
略
）

と
あ
り
、
延
暦
寺
建
立
に
は
、
こ
れ
ら
四
臣
の
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
初
代
の
俗
別
嶺
が
右
の
様
な
四
臣
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
皇
室

と
延
暦
寺
と
の
関
連
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
。
と
同
時
に
俗
別
当
が
重
職

者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
藤
原
三
守
は
嵯
蛾
天
皇

の
在
位
中
は
蔵
人
頭
と
し
て
近
従
し
譲
位
後
は
嵯
餓
院
の
「
院
司
貫
主
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
っ
た
、
東
宮
時
代
以
来
の
嵯
蛾
の
近
臣
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
又
天
長
十

（
八
三
三
）
年
ご
ろ
同
じ
く
延
暦
寺
の
捌
当
で
あ
っ
た
藤
原
吉
野
が
淳
和
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

皇
の
近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
共
通
し
て
、
ま
ず
最
初
に
設
置
さ
れ
た
延
暦

寺
の
俗
別
当
が
富
廷
内
の
天
皇
の
側
近
者
で
占
め
ら
れ
た
事
は
注
置
し
て
3
3

い
て
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
は
こ
の
設
鱈
が
蔵
人
断
な
ど
天
皇
の
身
の
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
事
に
つ
い
て
行
な
う
「
所
扁
の
成
立
時
期
と
も
一
致
す
る
の
で
あ
っ
て
、

「
所
」
の
別
当
と
俗
別
当
と
の
関
連
性
を
思
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
延
暦
寺
の
俗
別
当
の
役
割
を
知
る
上
で
注
揖
さ
れ
る
「
伝
述
一
心
裁

⑥文
偏
巻
中
の
「
年
分
二
度
者
勘
籍
凶
事
申
二
下
民
部
一
文
」
に
は
次
の
様
な
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
弘
仁
十
三
（
八
二
二
）
年
六
月
四
日
に
最
澄
は
遷
化
し
、
そ
の
七
臼
後
菩

薩
僧
の
宮
符
が
下
っ
た
。
そ
し
て
翌
十
四
（
八
二
三
）
年
三
月
十
七
日
国
忌
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の
日
に
二
人
の
得
度
が
終
っ
た
。
し
か
し
勘
籍
の
こ
と
が
甚
だ
難
し
く
こ
れ

に
非
常
に
悩
ん
だ
。
仁
忠
は
玄
蕃
寮
が
二
度
者
の
籍
を
写
す
る
と
云
う
が
光

定
は
『
顕
戒
論
』
に
「
天
台
宗
二
度
者
。
不
レ
預
　
僧
籍
4
不
レ
属
　
僧
統
一
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
何
況
玄
蕃
寮
。
不
レ
知
＝
勘
籍
之
由
こ
と
す
る
。
光
定

は
別
当
の
伴
国
道
に
、
虫
る
弘
仁
元
（
八
一
〇
）
年
光
定
が
籍
を
謝
す
る
の

時
は
治
部
省
允
・
録
二
人
と
民
部
省
允
・
録
二
人
が
相
交
っ
て
勘
籍
を
成
し

た
、
し
か
し
今
延
期
奪
の
別
当
は
太
政
官
の
左
中
弁
が
兼
ね
る
と
こ
ろ
で
あ

る
か
ら
民
部
省
の
允
・
録
二
人
を
召
し
て
天
台
宗
度
者
の
籍
を
解
す
る
様
に

し
て
欲
し
い
旨
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
「
伴
左
中
弁
。
聞
込
以
後
。
課
昌
於
民
都

省
ゆ
則
彼
省
云
。
下
晶
官
符
一
而
可
レ
成
昌
勘
籍
｝
突
。
延
贋
寺
瀦
当
権
中
納
言

従
三
位
兼
行
皇
后
大
夫
左
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
三
守
。
従
四
位
下
行
左
中
弁
勲

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
サ
ル

六
等
大
伴
宿
禰
国
道
。
二
別
当
達
＝
殿
上
4
而
勘
籍
官
符
。
下
＝
於
畏
部
省
而

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ノ

自
レ
爾
以
後
。
宗
二
卜
者
。
勘
籍
之
日
。
不
レ
往
晶
判
所
一
宮
二
於
山
刀
⑩
得
昌

於
度
縁
一
」
と
な
り
、
天
台
宗
度
者
の
三
皇
は
官
庁
に
往
っ
て
行
わ
ず
と
も
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
在
っ
て
度
縁
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
光
定
は
「
承
漏

先
師
命
4
為
レ
伝
二
半
宗
4
三
夏
奉
仕
。
伴
左
中
弁
。
不
レ
幾
之
間
。
位
登
二
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

参
議
即
功
徳
之
助
。
将
レ
見
昌
龍
華
4
伝
宗
之
功
。
顕
粛
於
後
際
十
界
宗
同
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

察
二
興
法
由
魂
先
師
之
功
。
成
昌
於
滅
後
こ
り
、
　
「
有
心
論
人
。
知
三
一
大
夫

功
徳
｝
也
。
伝
法
匠
人
。
在
＝
於
高
位
⑩
二
別
当
之
功
徳
。
不
レ
可
レ
量
。
以
昌

此
之
志
面
令
レ
知
昌
将
来
こ
と
述
べ
て
、
鳶
口
が
主
張
し
た
俗
別
当
が
そ
の

滅
後
功
を
奏
し
た
こ
と
、
井
に
そ
の
際
二
人
の
別
当
が
果
し
た
役
鰯
を
非
常

に
重
く
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
か
ら
勘
籍
に
関
す
る
こ
と
が
俗
習
甕
の
役
割
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

が
理
解
出
釆
る
の
で
あ
痘
。
と
同
時
に
僧
尼
の
名
籍
を
扱
う
治
部
省
の
被
宮

で
あ
る
玄
蕃
寮
は
実
質
的
な
力
を
失
な
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
み
の
が
せ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

い
事
実
で
あ
ろ
う
。
又
同
文
中
に
は
「
延
暦
寺
別
当
。
在
昌
太
政
官
左
中
弁
こ

と
あ
り
、
八
省
を
管
し
た
弁
官
が
こ
れ
以
後
の
俗
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と

は
、
次
に
述
べ
る
東
大
寺
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
東
大
寺
の

俗
別
当
の
成
立
事
情
に
中
心
を
お
い
て
さ
ら
に
そ
の
役
割
、
性
格
な
ど
を
考

え
て
み
よ
う
。

①
辻
善
之
助
氏
『
日
本
仏
教
史
』
第
一
巻
上
世
篇
、
鱗
四
章
平
安
時
代
初
期
、
第

　
一
簾
橿
武
天
皇
の
教
界
革
新
、
一
一
三
五
頁
。

②
『
平
安
遺
文
』
第
八
巻
、
天
長
十
年
十
月
廿
八
罠
、
四
圏
三
五
号
。

③
渡
辺
薩
彦
氏
「
嵯
峨
院
司
の
研
究
」
（
『
銭
本
歴
史
竺
コ
○
号
、
五
〇
頁
。

④
同
右
、
及
び
『
公
卿
補
任
臨
天
長
五
年
。
　
　
　
・

⑤
こ
の
「
所
扁
と
は
、
い
わ
ゆ
る
蔵
人
所
の
み
を
い
う
の
で
は
な
く
、
蔵
人
所
を

　
含
め
た
天
皇
家
家
政
機
関
を
形
成
す
る
「
所
」
、
す
な
わ
ち
殿
上
で
駆
使
す
る
童

　
子
内
竪
を
掌
る
「
内
騒
所
」
、
記
録
を
つ
か
さ
ど
る
「
内
記
所
」
、
御
膳
、
酒
肴
、

　
菓
子
を
供
す
る
「
御
厨
子
所
」
、
調
度
品
を
作
製
す
る
「
作
物
所
」
、
侍
医
、
薬
生

　
等
の
直
江
黒
楽
殿
」
、
御
服
の
裁
縫
を
掌
っ
た
「
御
櫛
筋
殿
」
（
「
御
題
殿
」
）
な
ど

　
の
「
所
」
を
い
う
の
で
あ
る
。
内
裏
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
「
所
」
は
院
及
び
摂
関
家

　
の
家
政
機
関
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
所
」
の
成
立
に
つ
い
て

　
は
別
巻
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
詳
述
は
そ
れ
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
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5

俗別嶺の成立（菊池）

　
⑥
『
伝
教
大
師
全
集
臨
第
一
解
収
。
光
定
撰
、
。

　
⑦
　
こ
の
こ
と
は
、
弘
仁
十
四
年
二
月
十
七
日
に
下
さ
れ
た
太
政
官
符
に
も
「
応
二

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
マ
カ
ス

　
　
試
業
｝
者
先
申
二
別
当
一
聴
二
彼
処
分
殉
試
業
已
詑
亦
　
懸
一
別
当
叩
≧
≧
執
奏
」
、
「
於
二

　
　
彼
寺
判
。
得
度
既
畢
別
当
申
レ
官
。
勘
レ
三
井
与
二
度
縁
鱒
然
後
下
二
治
部
省
こ
と

　
　
み
え
る
（
『
類
聚
三
代
格
臨
巻
二
、
年
分
度
者
事
）
。

　
　
　
　
の
東
大
嵩
の
俗
別
当

　
　
　
　
（

　
東
大
寺
は
南
都
に
あ
り
桓
武
天
皇
の
統
制
の
枠
内
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、

聖
武
天
皇
発
願
以
来
の
総
国
分
寺
で
あ
り
す
な
わ
ち
官
寺
で
．
あ
る
。
し
た
が

っ
て
そ
の
俗
別
当
設
概
の
状
況
も
新
に
建
て
ら
れ
た
延
暦
寺
の
そ
れ
と
は
少

々
事
情
を
異
に
す
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
東
大
寺
に
は
奈
良
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
り
造
東
大
寺
司
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
延
暦
初
年
一
時
廃
止
さ
れ
た

⑫
こ
の
書
と
俗
別
当
と
の
関
連
も
颪
気
に
な
↓
⇔
・
含
れ
に
つ
い
て

の
詳
述
は
避
け
る
が
、
先
学
の
考
察
に
よ
れ
ば
内
狂
的
に
俗
別
当
が
そ
の
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

譜
を
引
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
尤
も
天
平
宝
字
六
（
七
六
二
）
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
日
の
「
造
寺
司
牒
解
」
に
は
、
木
工
所
、
造
瓦
所
等
の
別
当
と
し
て
造
寺

司
の
判
官
、
主
典
な
ど
の
官
人
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
た
り
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

天
平
神
護
二
（
七
六
六
）
年
十
月
廿
一
日
の
「
越
前
国
司
解
」
に
よ
る
と
越
前

国
の
海
田
使
に
造
寺
司
の
判
官
が
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
初
期
策

大
寺
に
お
け
る
寺
院
経
済
に
関
す
る
存
在
と
し
て
後
の
俗
別
当
の
職
掌
と
共

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

通
す
る
点
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
一
応
造
菓
大
寺
珂
の
存
在

に
注
聞
し
て
お
こ
う
。

　
さ
て
延
暦
十
四
（
七
九
五
）
年
七
月
十
八
日
目
極
武
天
皇
は
使
を
南
都
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

大
寿
に
遣
し
、
常
住
の
僧
尼
を
検
校
せ
し
め
た
。
こ
れ
を
薗
田
香
融
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
俗
別
当
制
度
の
先
駆
扁
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
同
十
七
（
七
九
八
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

七
［
月
昔
八
日
の
勅
に
は
、

　
　
平
城
旧
都
。
元
来
多
レ
寺
。
僧
尼
無
謬
。
濫
行
屡
聞
。
葺
レ
令
互
正
五
位

　
　
下
右
京
大
夫
兼
大
和
黙
黙
原
朝
臣
園
人
旧
便
繍
ゆ
検
察
払
。

と
あ
っ
て
、
南
都
に
右
京
大
夫
兼
大
和
守
国
人
を
遺
し
検
察
を
加
え
さ
せ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
圖
じ
趣
旨
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
右
京
大
夫
は

　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
⑩

「
僧
尼
名
籍
事
」
を
も
掌
っ
た
）
。

　
し
か
し
当
面
問
題
と
す
る
東
大
寺
に
つ
い
て
は
、
延
塗
骨
四
（
八
〇
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
四
月
廿
四
日
の
「
太
政
官
牒
」
に
、
使
造
宮
少
属
従
七
位
上
田
中
朝
臣
名

香
を
東
大
寺
に
遣
し
三
重
塔
造
営
の
た
め
同
寿
に
あ
る
雑
材
を
検
録
せ
し
め

た
と
い
う
の
が
注
意
さ
れ
る
と
思
う
。
更
に
大
岡
元
（
八
〇
六
）
年
七
月
十

五
日
、
東
大
寺
の
雑
慕
を
検
ぜ
ん
が
た
め
に
使
と
し
て
、
南
海
道
観
察
使
従

四
位
墨
守
右
大
辮
吉
備
朝
狩
泉
、
従
五
位
上
行
玄
潮
頭
藤
原
朝
臣
千
引
、
従

五
位
下
守
大
和
守
藤
原
朝
臣
永
日
、
外
従
五
位
下
行
造
礪
二
次
官
兼
木
工
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

工
秦
宿
禰
都
伎
麻
呂
の
四
人
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
平
城
天
皇
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
観
察
使
や
弁
官
、
玄
蕃
頭
、
大
和
守
等
が
連
記
さ
れ
て
お
り
、

後
の
俗
別
当
の
宮
人
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

承
和
五
（
八
三
八
）
年
八
月
三
日
の
「
造
東
大
寺
司
所
記
文
案
」
に
、
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別
当
　
大
法
三
位
円
明

　
参
議
民
部
卿
朝
野
宿
禰
鹿
取

　
　
内
竪
高
橋
朝
臣
祖
嗣

　
　
内
竪
石
川
朝
臣
無
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
あ
り
、
こ
こ
で
「
別
丁
参
議
」
及
び
「
鴉
三
内
竪
」
が
登
場
し
て
く
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
石
川
真
主
は
、
延
喜
十
三
（
九
一
三
）
年
十
月
三

日
の
「
東
大
臨
」
所
引
の
承
和
五
（
八
三
八
）
年
五
月
吾
の
太
政
官
符

に
寺
家
俗
別
論
正
六
位
上
石
川
真
締
と
し
て
み
え
る
人
物
の
こ
と
で
、
因
幡

国
に
派
遣
さ
れ
て
勘
領
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
事
実
承
和
九
（
八

四
二
）
年
七
月
に
真
主
は
因
幡
国
司
と
共
に
東
大
寺
の
寺
田
を
勘
糺
し
て
い

触
景
碧
（
八
四
。
）
年
六
尋
吾
の
「
阿
波
網
齢
・
・
る
・

真
主
は
阿
波
闘
の
東
大
寺
地
を
も
実
録
せ
ん
が
た
め
に
使
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
東
大
寺
領
の
「
検
校
」
と
さ
れ
て
お
り
、
東
大
寺
に

於
け
る
初
期
の
俗
別
当
に
は
こ
の
様
な
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
，
そ
し
て
承
和
十
三
（
八
四
六
）
年
九
月
廿
五
臼
の
「
僧
綱
牒
扁
に

は
、
別
当
左
大
弁
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
の
東
大
寿
の
俗
別
当
に
は
左
大
弁

が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ほ
ぼ
承
和
年
間
に
は
そ
の
成
立
が
考

え
ら
れ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

　
な
お
『
東
大
寺
別
当
次
第
』
に
、

　
　
廿
六

　
　
　
伝
燈
大
法
師
位
真
艇
。

　
　
　
　
貞
観
元
任
。
（
中
略
）
寺
務
十
二
年
。
翻
二
醸
欄
訴
繁

　
　
　
　
俗
別
嶺
右
中
弁
藤
良
近
。

と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
か
、
竹
内
理
三
氏
は
貞
観
年
中
の
藤
原
良
近
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

東
大
寺
俗
別
当
の
初
見
と
さ
れ
て
い
る
が
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
貞
観
十
三
（
八
七
一
）
年
十
月
辮
日
の
「
造
東
大
寿
司
牒
」
（
吏
大
寺
俗

　
　
⑳

別
当
牒
）
に
も
、

　
　
別
当
参
議
害
草
卿
兼
春
宮
大
夫
近
江
守
割
興
朝
臣
悪
名

　
　
　
　
右
中
弁
藤
原
朝
臣
良
近

と
署
名
が
あ
り
、
同
年
に
は
年
歴
、
良
近
の
両
名
が
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
同
年
八
月
十
七
日
の
「
太
政
官
牒
」
に

　
　
太
政
官
牒
東
大
寺

　
　
　
参
議
民
部
卿
正
四
志
下
兼
行
春
宮
大
夫
近
江
守
南
淵
朝
距
嘉
名

　
　
右
、
従
三
位
守
大
納
言
兼
左
近
衛
大
将
行
陸
奥
幽
羽
審
察
使
藤
原
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
基
経
宣
、
奉
レ
勅
、
宜
レ
定
＝
励
難
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
従
三
位
藤
原
朝

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
臨
常
行
為
替
一
週
、
遠
声
＝
承
知
↓
依
レ
宣
行
レ
之
、
牒
到
准
レ
状
、
故
牒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
暑
）

　
　
　
　
隔
貝
観
十
一
二
年
八
月
十
七
臼
正
六
位
卜
一
行
左
少
薄
身
連
「
貞
虐
爪
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
象
宗
）

　
　
参
議
右
大
弁
従
四
位
上
藤
原
朝
臣

と
あ
っ
榎
南
淵
年
名
が
伍
ぜ
ら
れ
る
八
月
＋
七
日
以
前
に
お
い
て
藤
原
常

行
が
励
嘉
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
良
近
の
他
常
行
も
俗
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俗別当の成立（菊池）

東
大
寺
俗
別
当
補
任
交
替
衷

官

位

中
納
嘗
兼
右
近
衛
大

将
従
三
位

参
議
民
部
卿
正
閥
位

下
兼
行
春
宮
大
夫
近

江
守

参
議
従
三
位

．
垂
砿
捌
屯
蟹
羅
．

罠
部
獅

参
議
正
四
位
下
行
播

磨
守

入

名

藤
原

南
淵

年i筆名｝行

在
原
　
行
平

，
，
密
馴
氣

稀

書

年

号

厳
観
十
三
、
八
日
前

同

十
　h

赫

貞
観
士
：
1

へ

十
七

旧
観
十
七
、
十
、
廿
四

元
慶
元
、
九
、
七

同
　
　
十
二
、
廿
一

元
慶
二
、
五
、
四
七

元
慶
四
、
三
、
廿
九

　
旧
藩
六
、
閏
七
、
十
・
七

元
慶
八
、
十
一
、
十
三

仁
和
｛
二
、
六
、
二

仁
和
四
、
九
、
十
三

酉
　
　
暦

八八七七
八
七
五

八
七
七

八
七
七

八
七
八

八
八
○

八
八
二

八
八
四

八
八
七

八
八
八

官

位

右
中
弁

右
少
弁
兼
東
宮
学
士

従
五
位
上

従
五
位
上
守
右
中
門

右
少
弁
従
五
位
上

右
少
弁
従
五
位
下

左
少
弁
従
五
位
上

左
中
弁
兼
左
近
衛
少

将
傭
前
権
介
従
闘
位

下…
右
中
弁
従
五
位
上

一

入

五

藤
凛
　
良
近

橘
　
　
広
相

藤
原
　
保
則

安
倍
清
行

平
　
　
霊
長

安
倍
清
行

藤
原
有
穂

平
　
　
霊
長

備

考

日
鋼
当
量
近
の
名
『
東
大
寺
励
番
次
第
』

第
廿
六
代
真
星
（
貞
観
元
i
十
二
）
の
項

に
み
ゆ
。

「
常
行
之
替
」
と
あ
る
。

「
東
大
寺
俗
測
当
牒
」
（
「
造
東
大
寺
司
牒
」
）

に
鋼
当
と
し
て
国
名
、
良
近
の
名
み
ゆ
。

「
故
神
祇
伯
良
近
之
替
」
と
あ
る
。

「
故
大
納
言
年
輪
之
替
」
と
あ
る
。

「
左
少
弁
広
網
旧
任
式
部
大
輔
之
替
」
と

あ
る
。「

右
中
弁
正
五
位
下
兼
嵐
羽
権
守
保
則
向

任
国
之
替
」
と
あ
る
。

㍉辱

E
少
弁
従
五
位
上
清
行
遷
任
播
謄
守
之

替
」
と
あ
る
。

，
翁
飛
越
超
痴
轟
轟
跳
瑠
鵬
翼
匿
則
，

『
東
大
寺
鋼
当
次
第
』
に
み
ゆ
。

「
左
中
弁
有
穂
遷
任
中
宮
職
大
夫
之
替
」

と
あ
る
。
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・

大
納
言
正
三
位
兼
行

左
近
衛
大
将

．
血
九
降
，

権
中
納
言
従
三
位

権
中
納
言
従
霊
位

中
納
書
従
三
位
兼
行

左
衛
門
督

中
納
言
従
三
位
兼
行

左
籍
門
督

顧
九
剛
，
．
…
．
，
…
、
．

藤
漂
　
隠
平

，
，
藤
卿
．
．
藤
酒
…

紀
　
長
谷
雄

藤
原
道
明

藤
原
　
清
貫

藤
原
　
恒
佐

藤
原
字
佐

寛
平
四
、
三
、
二
九

寛
平
八
、
六
、
十
九

昌
泰
元
、
十
、
八

昌
泰
二
、
三
、
廿
八

昌
泰
二
、
五
、
十
四

延
煎
四
十
、
六
、
十
・
四

延
喜
十
、
八
、
九

延
喜
十
二
、
五
、
廿
三

延
善
十
八
、
五
、
母
語

延
喜
廿
、
九
、
間

延
警
廿
一
、
三
、
八

延
長
七
、
二
、
廿
五

承
平
元
、
五
、
五

承
平
七
、
三
、
五

八
九
二

八
九
六

八
九
八

八
九
九

八
九
九

九
一
〇
・

九 九

〇

九
一
八

九
二
〇

九
一
二

九i
王i
七｝

九　　　九

一　　端

正
五
位
下
守
右
口
弁

兼
行
美
濃
権
守

正
五
位
下
守
左
中
弁

遣
唐
副
使
従
四
位
下

守
右
大
弁
兼
行
式
部

大
輔
侍
従
文
章
樽
士

従
五
位
上
守
右
少
弁

当
講
堂
長
宮
右
少
弁

正
五
位
下

二
五
位
下
闇
権
右
少

弁従
五
位
下
守
右
少
弁

『引　源

昇
季
長

紀
　
長
谷
雄

藤
原
当
幹

平
　
　
時
望

藤
原
　
元
方

源
　
　
公
忠

暑
中
弁
添
長
遷
任
近
江
介
之
賛
と
あ

る
。

「
参
議
従
四
位
下
行
左
中
弁
昇
遷
任
勘
解

由
長
宮
之
替
」
と
あ
る
。

、
誌
允
翠
撫
弩
．
ピ
卿
か
・

「
中
納
雷
長
谷
雄
麗
卒
之
替
」
と
あ
る
。

『
東
大
寺
別
当
次
第
』
に
造
講
堂
長
蜜
と

あ
る
。「

左
少
弁
時
望
遷
任
修
理
大
夫
之
替
」
と

あ
る
。「

左
少
弁
元
方
遷
任
右
京
大
夫
之
替
」
と

あ
る
。「

東
大
寺
鋼
当
次
第
』
に
は
「
十
一
月
五

日
」
と
あ
る
。

　
　
ロ
ロ
コ
　
　
　
ロ
　
ロ
ヒ
　
ト
バ
　
レ
ロ
リ
ロ
じ
ロ
ヒ
ロ
　
の
　
ロ
　
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ロ
コ

「
東
大
寺
検
校
」
と
定
む
、

『
爽
大
寺
瑚
当
次
第
』
に
は
「
俗
励
当
恒

佐
」
と
あ
る
。
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俗別当の成立（菊池）

従
三
位
守
大
納
言
兼

右
近
衛
大
将
行
陸
奥

出
羽
按
察
使

右
大
臣

右
大
臣

右
大
臣

従
三
位
守
大
納
欝
兼

左
近
衡
大
将

軍
大
匝

左
大
臣
従
二
位
兼
行

皇
太
子
傅

藤
原
実
頼

藤
原
素
頼

源
　
　
高
明

藤
原
　
在
衡

藤
原
　
頼
忠

藤
原
　
頼
忠

臣
　
　
雅
信

天
慶
三
、
十
二
、
七

天
慶
山
ハ
、
八
、
廿
一
同

天
慶
七
、
八
、
十
九

（
康
保
元
）

応
和
四
、
三
、
廿
益

康
保
二
、
十
一
、
廿
四

康
保
三
、
二
、
三

（
安
一
元
）

由
康
保
五
、
二
、
十
六

安
和
二
、
閏
五
、
七

天
禄
元
、
八
、
百
八

天
禄
元
、
十
二
、
昔
五

滋人

¥
二
、
十
・
二
、
ユ
ロ
六

界
元
元
、
十
二
、
一

（
天
元
元
）

貞
一
兀
三
、
十
一
、
十

天
元
四
、
二
、
十
九

永
観
二
、
三
、
五

聖
和
二
、
三
、
五

永
延
元
、
十
二
、
五

九
酉
○

九
四
三

九
四
四

九
六
四

九
六
五

九
六
六

九
六
九

九
六
八

九
七
〇

九
七
〇

九
七
一

九
七
六

九
七
八

九
八
一

九
八
四

九
八
六

九
八
七

従
践
位
上
守
右
少
弁

左
少
弁
正
五
位
下

菅
原
　
在
躬

紀

文
棺

紀

文
相

従
四
位
上
行
右
中
弁
　
源
　
　
保
光

右
大
弁
従
四
位
上
　
　
　
源
　
　
保
光

従
四
位
下
行
権
左
中
弁

．
右
大
弁
従
四
位
上

道
四
位
下
行
権
左
中
弁

兼
東
宮
学
士
文
章
博
±

従
四
位
下
行
右
中
皿

従
四
位
下
行
権
左
中
弁

従
四
位
上
行
左
中
弁

正
四
位
下
行
右
大
弁

藤
原
　
為
輔

藤
原
　
為
輔

菅
原
　
正
正

源源i源i源i

致i致i致i致
方i方i方i方

　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
爽
大
寺
検
校
」
と
定
む
。

司
人
紀
時
真
、
東
大
寺
励
当
左
少
弁
（
文

相
力
）
の
任
牒
を
珊
当
烈
工
綱
に
付
す
。

　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ヨ

高
明
を
「
東
大
寺
別
当
」
に
補
す
。

「
件
入
宜
如
旧
為
彼
寺
甥
当
」
と
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
東
大
寺
別
当
」
に
補
す
。

　
　
　
コ
　
　
レ
　
コ
ギ
ヒ
　
　

「
件
偶
人
宜
如
旧
為
彼
等
別
当
」
と
あ
る
。

　
ヘ
　
　
へ

「
如
旧
」
爽
大
寺
別
番
と
為
す
。

「
如
旧
」
と
み
え
る
。

「
如
瞬
」
と
あ
る
。
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右
大
臣

右
大
臣
従
エ
位
兼
行

右
近
衛
大
将

右
大
霞
正
ご
位

左
大
臣
正
二
位

右
大
臣
正
二
位
兼
行

右
近
衛
大
将
皇
皇
弟

傅

源
　
　
重
信

藤
原
　
顕
光

藤
原
顕
光

藤
原
　
顕
光

藤
原
実
資

永
熊
元
、
十
二
、
平

韻
酢
二
、
十
、
十

正
麿
囎
、
十
二
、
十
七

長
徳
元
、
九
、
廿
六

長
徳
二
、
十
、
十
九

寛
弘
七
、

寛
弘
八
、
六
、
十
三

寛
仁
四
、
閏
十
一
岡
、
十
三

長
元
四
、
九
、
十
六

長
元
九
、
十
二
、
盛
運

長
久
三
、
二
、
十
七

九
八
九

九
九
〇

九
九
三

九
九
五

九
九
六

一
〇
一
〇

一
〇
一
一

一
〇
二
〇

一
Ω
三

一
〇
三
六

一
〇
四
二

正
四
位
下
行
左
中
弁

兼
近
江
権
介

正
四
位
下
行
」
石
大
弁
ハ

兼
内
蔵
頭
近
江
権
介

従
四
位
下
行
右
中
弁

兼
太
皇
盾
宮
権
亮

従
四
位
下
行
右
中
弁

兼
東
宮
学
士

従
四
位
下
権
左
中
弁

右
大
弁
蔵
人
頭

従
四
位
上
行
左
中
弁

兼
内
蔵
頭
近
江
守

正
五
位
下
守
右
中
弁

兼
和
泉
守

防
鴨
河
使
従
四
位
上

行
右
中
弁
兼
和
泉
守

正
四
位
下
行
左
京
大

夫
兼
左
中
弁
周
防
権

守

平
　
　
惟
仲

平
　
　
惟
仲

源
　
　
俊
賢

高
階
　
信
順

源
　
　
根
方

源
　
　
道
方

源
　
　
出
張

源
　
　
資
金

源
　
　
経
長

源
　
　
経
長

「
如
旧
」
と
あ
る
。

重
信
を
「
東
大
奪
別
当
」
と
為
す
。

「

『
東
大
寺
珊
当
次
第
』
に
は
左
大
堀
藤
原

頼
通
と
あ
る
。

’

／

＊

『
東
南
院
文
書
』
に
お
い
て
は
、
長
徳
元
、
九
、
廿
六
以
下
官
符
紛
失
注
文
と
あ
り
、
長
久
三
、
一
一
、
十
七
以
降
俗
別
当
に
つ
い
て
記
載
な
し
。
尚
『
束
大
寺
日
当

次
第
』
に
お
い
て
は
・
長
久
三
、
二
、
＋
七
以
降
し
ば
ら
く
記
載
が
な
い
が
、
第
七
＋
四
代
僧
都
勝
覚
の
項
に
「
俗
別
当
右
穽
膿
謹
」
と
あ
り
、
そ
の
後
は

み
え
な
い
。

112 （112）



俗別当の成立（菊池）

別
当
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
先
述
し
た
よ
う
に
別
当

石
川
真
主
の
存
在
も
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
一
概
に
良
近
を
も
っ
て
初
見
と
す

る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
さ
て
東
大
寺
に
お
け
る
貞
観
十
三
（
八
七
一
）
年
以
降
長
久
三
（
一
〇
四

二
）
年
ま
で
の
俗
別
当
補
任
交
替
に
つ
い
て
、
右
に
掲
げ
た
「
太
政
官
牒
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
文
書
四
十
余
通
が
『
東
南
院
文
書
』
中
に
存
し
て
い

る
の
で
そ
れ
を
表
に
し
て
み
た
（
別
裏
）
。
こ
の
表
に
よ
り
次
の
様
な
事
が
注

目
さ
れ
る
と
思
う
。

　
e
弁
官
が
主
と
し
て
別
当
に
な
っ
て
い
る
。

　
⇔
貞
観
i
元
慶
の
聞
に
は
主
と
し
て
右
弁
官
が
補
任
さ
れ
て
い
る
。

　
⇔
延
長
の
頃
ま
で
は
闘
と
な
れ
ば
す
ぐ
に
そ
の
替
が
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

　
　
初
期
の
補
任
が
比
較
的
規
剛
正
し
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
㈲
別
当
は
二
人
を
定
員
と
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
但
し
昌
泰
一
一
一
康
保
二

　
　
年
の
間
は
検
校
一
人
別
当
一
人
と
し
た
が
康
保
三
年
以
後
は
又
別
当
二

　
　
人
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
検
校
に
引
き
つ
づ
い
て
別
嶺
二
人
の
う
ち

　
　
一
人
は
、
ほ
と
ん
ど
大
臣
が
補
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
竹
内
氏
は
俗
別
当
に
は
任
期
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
一
応
二
年
も

　
し
く
は
四
年
で
遷
替
の
牒
が
出
さ
れ
て
い
る
点
、
宮
廷
内
の
女
官
別
当

　
　
（
令
外
官
）
が
四
年
を
限
り
と
し
て
い
た
こ
と
、
寺
院
の
別
轟
も
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
を
も
っ
て
秩
限
と
為
し
て
い
た
こ
と
、
又
後
述
す
る
様
に
国
守
が
俗
別

　
　
当
の
場
合
等
の
こ
と
と
関
連
し
て
考
え
る
と
、
や
は
り
四
年
が
任
期
で

　
　
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
年
限
の
不
同
は
藁
蓑
や
死
虫
に
よ
る
陶

　
　
の
替
と
か
、
又
重
任
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
数
量
は
多
い
が
類
型
的
な
内
容
な
の
で
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
い
え
な
い
の

で
あ
る
が
、
別
表
に
み
え
る
人
物
の
う
ち
と
く
に
初
期
の
俗
別
当
数
人
に
つ

い
て
そ
の
官
歴
を
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。
成
立
期
に
本
質
的
な
も
の
が
う

か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
『
公
卿
補

任
』
を
中
心
に
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。

　
④
藤
原
常
行
　
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
、
甘
九
歳
で
参
議
に
列
せ
ら
れ
て

　
　
い
る
。
右
大
臣
藤
原
良
相
の
一
錫
と
し
て
生
れ
、
仁
寿
童
（
八
五
三
）

　
　
年
正
月
、
十
八
歳
に
し
て
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
、
右
衛
門
佐
、
周
防
権
守
、

　
　
右
近
権
少
将
を
歴
任
し
、
斉
衡
二
（
八
五
五
）
年
十
月
蔵
人
頭
に
任
ぜ

　
　
ら
れ
て
い
る
ゆ

　
＠
南
淵
書
名
　
右
の
常
行
と
同
じ
く
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
に
参
議
と
な
つ

　
　
て
い
る
。
彼
は
南
淵
永
河
の
一
男
で
あ
り
（
あ
る
い
は
弘
貞
の
男
と
も

　
　
さ
れ
る
）
、
奈
旦
麿
の
孫
で
あ
る
。
天
長
九
（
八
三
二
）
年
豆
六
歳
で
文

　
章
生
、
同
誌
（
声
望
三
）
年
に
は
少
内
記
、
承
和
七
（
八
四
〇
）
年
正

　
月
に
蔵
人
と
な
っ
て
い
る
。
筑
前
、
尾
張
守
を
経
て
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）

　
年
十
一
月
に
は
式
部
少
輔
に
な
り
、
斉
衡
三
（
八
五
六
）
年
六
月
蔵
人

　
頭
と
な
り
、
同
十
月
過
は
春
宮
権
亮
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
る
。
天
安
元
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（
八
五
七
）
に
は
式
部
大
輔
、
同
門
（
八
五
九
）
年
算
解
由
長
宮
、
頁

　
観
五
（
八
六
三
）
年
、
左
大
弁
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
藤
原
良
近
　
彼
は
蔵
下
灘
の
子
種
継
の
孫
で
吉
野
の
男
で
あ
る
。
　
『
尊

　
卑
分
脈
』
ω
に
は
「
天
安
蔵
人
」
と
あ
る
。
父
の
吉
野
は
先
述
し
た
通

　
り
延
暦
寺
の
俗
刷
当
に
な
っ
て
お
り
、
蔵
人
頭
を
歴
任
し
皇
后
宮
大
夫

　
を
も
兼
ね
た
淳
和
天
皇
の
側
近
で
あ
っ
た
。
良
否
は
参
議
に
は
な
ら
な

　
か
っ
た
ら
し
く
、
神
舐
伯
で
な
く
な
っ
て
い
る
。

㊥
在
原
行
平
　
貞
観
十
二
（
八
七
〇
）
年
参
議
と
な
る
。
弘
仁
九
（
八
一

　
八
）
年
平
城
天
皇
の
孫
、
阿
保
親
王
の
息
と
し
て
生
れ
た
。
承
和
七

　
（
八
四
〇
）
年
正
月
蔵
人
に
任
ぜ
ら
れ
、
侍
従
、
因
幡
守
、
兵
部
大
輔

　
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
左
兵
衛
督
に
任
ぜ
ら

　
れ
た
。
参
議
に
な
っ
た
年
、
検
非
違
使
別
当
に
補
さ
れ
た
。

㊥
藤
原
保
内
　
藤
原
貞
雄
の
男
で
治
部
少
丞
、
民
部
大
丞
、
兵
部
大
星
、

　
式
部
少
丞
、
民
部
大
輔
な
ど
を
歴
任
し
、
寛
平
四
（
八
九
二
）
年
参
議

　
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
も
左
大
弁
は
も
と
の
如
し
と
あ
る
。

㊦
橘
広
相
　
か
の
〃
阿
衡
の
紛
議
”
の
因
を
つ
く
っ
た
人
物
で
あ
る
。
も

　
と
の
名
を
博
覧
と
い
い
、
奈
良
麻
呂
五
代
の
孫
、
峯
範
の
男
で
あ
る
。

　
貞
観
一
一
（
八
六
〇
）
年
文
章
生
、
同
六
（
八
六
四
）
年
廿
七
歳
で
蔵
人
、

　
同
点
（
八
六
七
）
年
文
章
博
士
と
な
る
。
同
乗
～
（
八
六
九
）
年
に
は

　
東
宮
学
芸
、
同
十
六
（
八
七
四
）
年
に
は
右
少
弁
、
同
十
八
（
八
七
六
）

　
　
年
に
は
左
入
弁
と
な
る
。
同
十
九
（
八
七
七
）
年
正
月
弁
を
止
め
て
式

　
　
部
大
輔
と
な
り
、
同
二
月
蔵
人
頭
と
な
る
。
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
に

　
　
は
右
大
弁
と
な
っ
た
。
尚
『
三
代
実
録
』
　
（
巻
第
滑
一
）
元
慶
元
（
八

　
　
七
七
）
年
穴
月
廿
七
臼
条
に
、

　
　
　
勅
遣
二
権
律
師
法
橋
上
人
位
延
寿
、
正
五
位
上
行
式
部
大
輔
兼
美
濃

　
　
　
権
守
橘
朝
臣
二
相
於
東
大
寺
大
仏
前
↓
所
以
三
二
日
嚇
修
法
祈
レ
雨
、

　
　
　
遂
不
レ
得
二
嘉
樹
↓

　
　
と
み
え
る
。
広
相
の
任
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
は
貞
観
十
七
（
八
七
五
）

　
　
年
十
月
廿
四
日
か
ら
元
慶
一
7
5
（
八
七
七
）
年
十
二
月
廿
一
日
以
前
め
間

　
　
と
な
る
か
ら
、
右
の
記
事
は
そ
の
任
期
中
の
こ
と
と
な
る
。
祈
雨
の
た

　
　
め
の
修
法
の
勅
使
と
し
て
俗
別
当
が
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
以
上
の
記
事
に
共
通
す
る
事
実
は
な
に
か
。
か
れ
ら
が
い
ず
れ
も
蔵

人
、
弁
官
な
ど
を
歴
任
し
た
入
物
で
あ
っ
た
点
で
あ
ろ
う
う
。
こ
の
事
実
は

俗
別
当
の
性
格
と
い
う
も
の
を
考
え
る
上
で
注
出
す
べ
き
こ
と
で
、
延
暦
寺

の
初
代
俗
別
当
で
あ
る
藤
原
三
守
が
蔵
人
頭
、
式
部
大
輔
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
大
伴
国
道
が
右
大
弁
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
騨
、
東
南
院
文
書
』
中
に
は
、
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
十
一
月
十
一
二
日

束
大
寺
の
俗
別
当
と
し
て
在
原
行
平
が
再
び
定
め
ら
れ
た
と
い
う
記
載
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
が
、
『
東
大
寺
別
当
次
第
島
第
三
十
一
、
神
勢
の
項
に
は
み
え
て
お
り
、
又

『
平
安
遺
文
』
に
も
そ
の
瞳
の
「
僧
綱
事
案
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
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も
こ
の
文
書
に
は
、
東
大
寺
を
は
じ
め
興
福
、
法
華
、
元
興
、
新
薬
師
、
大

安
、
延
磨
、
薬
師
、
庸
招
提
、
西
大
、
秋
篠
、
法
隆
、
四
天
王
等
諸
寿
の
俗

刷
当
が
記
載
ざ
れ
て
お
り
、
俗
刷
当
の
史
料
と
し
て
も
ま
こ
と
に
興
味
ぶ
か

い
の
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
「
以
十
一
月
芳
八
日
到
来
　
正
文
返
送
漏

　
　
僧
綱
牒
東
大
興
福
元
興
薪
薬
大
安
薬
師
招
提
篭
大
秋
篠
法
隆
天
王
寺
別

　
　
当
三
綱

　
　
　
定
諸
寺
検
校
2
4
当
事

　
　
東
大
寺

　
　
右
図
、
以
正
三
位
懐
中
納
言
兼
民
部
卿
在
原
朝
臣
行
平
為
別
当
、

　
興
傭
寺
　
法
華
寺

　
　
右
両
寺
、
以
大
納
言
正
三
位
兼
行
右
近
衛
大
将
太
皇
大
門
宮
大
央
陸

　
　
奥
偶
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
良
世
為
別
当
、

　
元
興
等

　
　
右
静
、
以
大
納
言
正
三
位
兼
行
弾
正
歩
藤
原
朝
臣
冬
緒
為
別
当
、

　
新
薬
寺

　
　
右
券
、
以
参
議
正
四
位
下
行
左
近
衛
中
将
藤
原
朝
臣
有
実
為
別
当
、

　
大
安
寺
　
両
腰
寺

　
　
右
両
寺
、
以
参
議
正
四
位
下
行
左
大
弁
兼
播
磨
守
藤
原
朝
匝
山
蔭
為

　
　
別
当
、

　
薬
師
寺

　
右
専
、
以
参
議
正
四
位
下
行
左
兵
奉
送
源
朝
翫
光
為
鋼
愚
、

招
提
寺

　
右
寺
、
以
参
議
正
四
位
下
行
皇
太
三
宮
大
夫
藤
原
朝
距
国
経
為
別
巌
、

西
大
寺

　
右
寺
、
以
参
議
正
四
位
下
行
右
兵
衛
督
源
朝
臣
冷
為
別
当
、

秋
篠
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
校

　
右
寿
、
以
左
大
臣
為
別
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧
　
㌔
く

法
隆
毒

　
右
寺
以
参
議
正
四
臣
下
右
衛
門
督
藤
漂
朝
臣
諸
葛
為
励
嵐
、

圏
天
王
寺

　
右
寺
以
中
納
言
従
三
位
兼
左
衛
門
督
源
朝
臣
能
有
為
別
当
、

牒
・
玄
蓉
今
月
八
日
総
記
治
思
＋
月
昔
吾
篇
・
被
太
政
官

去
九
月
七
罵
符
儒
、
左
大
臣
宣
、
奉
　
勅
、
件
検
校
別
甕
等
所
定
如
件

者
、
省
宜
承
知
、
依
豊
行
者
、
寮
宜
承
知
、
依
件
行
之
者
、
僧
綱
寮
状
、

依
件
行
之
者
、
毎
毒
亘
承
知
、
依
件
行
之
、
故
牒
、

　
　
　
元
慶
八
年
十
～
月
十
三
日

権
僧
正

少
僧
都
平
恩

権
少
僧
都

諺
　
　
而
甲

黍
　
　
自

従
儀
師
玄
幹

威
儀
師
面
高

威
儀
師
承
俊

威
儀
師
慧
寵

威
儀
師
観
海
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将

律
　
師

　
　
権
律
師

　
　
「
奉
行

　
　
　
　
別
当
律
師
　
　
　
都
維
那

　
　
　
　
上
座

　
　
　
　
寺
主
威
儀
師
代
峯
澄
」

　
こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
諸
大
寺
の
俗
別
当
（
但
し
秋
篠
寺
は
俗

検
校
）
が
こ
の
頃
に
は
公
卿
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
実
際
上
は
弁
宮
・
史
官
が
活
躍
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

寛
平
二
（
八
九
〇
）
年
、
宇
多
天
皇
尚
倦
藤
原
淑
子
御
願
の
円
成
寺
に
お
い

　
　
　
　
。
　
。
　
　
　
　
　
　
蓼

て
「
以
＝
弁
史
一
置
俗
昌
別
当
一
」
と
あ
る
の
も
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

①
造
東
大
寺
司
の
機
構
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
井
上
堅
手
の
大
著
『
奈
良
朝
仏
教

　
史
の
研
究
』
第
七
章
第
一
…
節
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

②
造
東
大
寺
司
の
廃
止
に
関
す
る
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
山
田
英
雄
氏
「
桓

　
武
朝
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
」
　
（
古
代
学
協
会
編
『
桓
武
朝
の
諸
問
題
』
（
『
古
代

　
学
』
十
の
二
・
三
・
四
）
所
収
、
一
四
八
t
一
五
〇
頁
）
に
詳
し
い
。

③
竹
内
理
三
氏
「
造
寺
司
の
社
会
経
済
史
的
考
察
」
（
『
鼻
聾
上
代
寺
院
経
済
史
の

　
研
惚
九
』
所
収
、
　
六
七
習
貝
）
。

④
『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
、
宗
教
篇
、
造
寺
所
公
文
。

⑤
同
、
中
巻
、
経
済
編
上
。

⑥
尚
、
平
岡
定
海
氏
『
東
大
寺
の
歴
史
』
第
四
節
「
東
大
寺
の
経
済
」
に
、
東
大

　
寺
司
の
長
窟
が
皇
后
宮
職
に
か
つ
て
関
与
し
た
入
が
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
が
（
隅
書
三
十
七
－
罠
十
八
頁
）
、
そ
の
点
、
俗
矧
当
が
天
皇
の
近
臣
者
で
あ

　
つ
た
こ
と
と
共
通
す
る
。

⑦
『
類
聚
国
史
』
巻
百
八
十
、
仏
道
七
、
諸
寺
。

⑧
「
平
安
仏
教
の
成
立
」
（
家
永
、
赤
松
、
圭
室
監
修
『
日
本
仏
教
史
』
一
所
収
、

　
一
八
○
頁
）
。

⑨
『
類
聚
園
史
』
巻
百
八
十
六
、
仏
道
十
三
、
僧
尼
雑
綱
。

⑩
『
令
義
解
』
巻
一
、
職
貴
令
。

⑪
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
二
六
号
。

⑫
同
第
一
巻
、
二
八
号
。

⑬
岡
六
三
号
。

⑭
こ
の
「
別
当
内
竪
偏
に
関
連
し
て
注
儲
さ
れ
る
の
は
、
井
上
薫
氏
が
「
東
大
寺

　
写
経
所
の
推
移
」
（
『
奈
良
朝
仏
教
史
の
研
究
』
三
六
七
頁
）
に
お
い
て
、
東
大
寺

　
の
御
執
経
所
の
正
忌
者
や
経
典
申
請
使
に
内
竪
や
内
豊
の
経
鷹
を
も
つ
者
が
多
い

　
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
天
皇
の
私
的
な
写
経
所
で
あ
る
性
格
を

　
濃
厚
に
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
俗
別
当
が
と
く
に
皇
室
と
関
連
の
あ
る

　
寺
院
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
く
、
俗
鋼
影
を
考
え
る
上
に

　
も
注
屠
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑮
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
二
＝
号
。

⑯
同
七
二
、
七
四
号
。

⑰
同
六
六
号
。

⑱
同
型
○
号
。

⑲
　
『
群
書
類
従
』
巻
五
六
、
補
任
部
十
三
所
収
、
二
六
伝
燈
大
法
師
真
潤
の
項
に

　
み
え
る
。

⑳
　
「
延
喜
式
に
於
け
る
寺
院
」
（
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
第
H
部
、
五
三
三
頁
）
。

⑳
　
　
『
平
安
遺
文
』
第
九
巻
、
四
五
〇
八
号
に
は
「
造
東
大
寺
司
牒
」
と
な
っ
て
お

　
り
、
『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
「
東
大
寺
俗
別
当
牒
」
と
な
っ
て
い
る
（
家
わ
け

　
十
八
の
一
、
一
＝
一
号
）
Q

⑫
　
　
『
平
安
遣
文
恥
第
九
巻
、
四
五
〇
五
号
及
び
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八

　
の
一
、
一
五
八
号
。
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㊧
　
『
大
日
本
賓
文
書
』
家
わ
け
十
八
の
一
所
収
。

　
⑳
　
　
門
延
論
式
に
於
け
る
寺
院
」
　
（
前
掲
書
、
五
三
四
頁
）
。

　
㊧
　
『
続
日
本
後
紀
』
巻
三
、
承
和
元
年
三
月
一
日
条
及
び
巻
十
、
同
九
年
三
月
二

　
　
日
条
に
、
　
「
勅
。
女
官
別
当
。
難
レ
雰
二
職
員
鱒
所
〆
掌
之
物
。
不
レ
異
二
諸
司
幻
宜
下

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
モ

　
　
准
二
侍
従
厨
司
四
年
為
ン
限
。
遷
代
落
日
。
責
巾
解
由
状
上
」
と
あ
る
。

　
⑳
　
　
『
延
喜
式
』
巻
二
十
一
、
玄
蕃
寮
の
項
に
、
「
凡
諸
大
寺
井
有
封
薫
蒸
当
三
綱
。

　
　
以
二
四
年
一
為
二
秩
限
一
」
と
あ
る
。

　
⑳
　
　
『
群
書
瀟
晒
従
』
巻
五
六
、
帥
棚
任
部
十
一
工
所
側
収
。

　
⑳
第
九
巻
、
四
五
酋
七
号
。

　
⑱
　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
所
収
、
寛
平
二
年
十
一
月
廿
三
日
の
太
政
官
符
。

　
　
　
　
川
東
寺
の
俗
別
当

　
　
　
　
（

　
さ
て
、
延
暦
寺
と
な
ら
ん
で
平
安
京
に
建
て
ら
れ
た
東
寺
の
俗
別
当
は
ど

う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
東
寺
（
教
鞭
護
国
寺
）
は
、
延
暦

十
五
（
七
九
六
）
年
の
創
建
、
弘
仁
十
四
（
八
二
三
）
年
空
海
に
勅
賜
さ
れ

た
真
言
密
教
の
道
場
で
あ
る
。
同
寺
の
俗
別
嶺
に
つ
い
て
、
東
寺
の
縁
起
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

変
遷
を
し
る
し
た
『
爽
宝
記
』
　
（
第
七
）
に
東
寺
俗
客
当
初
鋼
と
し
て
次
の

様
に
み
え
る
。

　
　
一
、
東
寺
俗
諺
嘉
初
例

　
　
　
　
請
レ
令
［
　
東
寿
俗
別
当
捻
昌
狡
真
言
雑
事
一

　
　
右
沙
門
名
奏
聞
、
道
依
レ
人
昌
、
人
依
レ
道
県
、
内
外
相
持
、
方
有
鼠
長

　
　
墜
然
今
難
云
棄
寺
神
護
金
剛
峯
魏
綴
寺
有
・
俗
別
当
而
優
壽

　
　
造
作
記
事
上
、
不
レ
塗
昌
狡
真
言
宗
之
喜
両
至
レ
如
繍
延
暦
寿
輔
不
レ
経
＝
省

察
嚇
別
当
全
行
昌
天
台
宗
之
事
↓
謹
案
下
太
政
官
去
弘
仁
十
四
年
二
月
廿

六
日
羅
　
比
叡
山
寺
別
当
一
廓
占
偲
、
一
事
已
上
宜
レ
申
扁
別
当
一
丁
、
又
同

年
十
月
十
二
三
惑
、
真
言
宗
僧
伍
拾
人
、
自
今
以
後
佐
昌
東
寺
輔
莫
レ
令
昌

他
宗
僧
雑
住
一
老
、
郵
貯
、
真
言
宗
、
得
度
、
講
読
、
修
等
雑
事
、
准
扁

延
暦
寺
之
例
↓
令
三
東
寿
俗
別
当
同
筆
二
身
狡
↓
伝
法
閣
梨
、
当
時
為
吊

法
領
一
者
、
先
当
簡
定
、
経
ユ
俗
別
当
↓
請
二
王
処
分
嚇
一
如
二
延
暦
専
皿

不
レ
殊
、
謹
請
天
裁
、
如
天
恩
允
許
、
講
宣
付
昌
所
司
嚇

　
　
承
和
五
年
九
月
　
　
日

太
政
宮
符
治
部
省

　
応
下
令
三
東
寺
俗
別
当
処
昌
概
真
言
宗
雑
事
一
年
巾
延
暦
寺
嘉
事

右
端
鼠
律
師
伝
燈
大
法
無
実
恵
牒
状
一
説
、
道
依
レ
人
心
、
人
心
レ
道
昇
、

内
外
稻
持
、
方
有
二
長
齢
↓
而
今
東
寺
神
護
金
剛
峯
等
専
、
難
下
馴
昌
別

轟
一
而
嵐
山
中
造
作
之
事
山
、
不
レ
預
晶
真
言
皇
宗
つ
至
レ
如
漏
延
暦
寺
別
当
↓

全
行
　
天
台
宗
之
事
↓
望
請
、
令
一
　
東
寺
俗
別
当
捻
＝
按
真
言
宗
之
事
｛

件
宗
得
度
及
任
昌
諸
圏
一
講
読
師
等
、
諸
纂
令
三
当
時
伝
法
阿
閣
梨
承
急
爪

柄
一
者
、
商
量
簡
定
、
而
後
挙
　
申
別
当
↓
其
処
魔
農
事
、
二
二
延
暦
寺

別
当
｛
謹
請
昌
処
分
一
者
、
被
＝
権
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
兵
衛
督
陸
奥

出
羽
謙
語
使
藤
原
朝
臣
良
房
宣
皿
山
、
奉
　
レ
興
言
レ
請
者
、
省
宜
承
知
、

符
到
奉
行
、

　
承
和
六
年
四
月
十
一
日
　
　
　
左
大
史
正
六
位
上
山
直
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こ
れ
に
よ
る
と
東
寺
俗
別
当
は
承
和
五
（
八
三
八
）
年
九
月
以
前
に
す
で

に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
従
来
は
「
造
作
之
固
し
の
み
が
職
務
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
延
暦
寿
が
「
天
台
宗
之
鼻
偏
を
検
校
し
て
い
る
例
に
な
ら
い
菓

寿
の
俗
別
当
に
も
「
真
言
宗
之
事
」
を
検
校
さ
せ
、
具
体
的
に
は
得
度
、
諸

国
講
読
師
の
任
免
の
事
等
に
つ
い
て
掌
ら
し
め
て
欲
し
い
と
請
う
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
承
和
六
（
八
三
九
）
年
四
月
十
一
日
の
太
政
官
符
に
お
い

て
こ
れ
が
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
尚
々
の
文
書
に
よ
る

と
神
護
寺
、
金
剛
峯
寿
（
後
述
）
に
も
同
じ
く
俗
別
当
の
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
し
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
と
も
あ
れ
、
爽
寿
の
俗
別
当
は
造
作
の
事
に
つ
い
て
の
み
は
承
和
五
（
八

三
八
）
年
玉
蘭
に
す
で
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
同
六
、
（
八
三
九
）
年
に
至

り
延
贋
寺
の
そ
れ
と
同
じ
職
掌
を
も
つ
俗
別
、
当
と
し
て
設
禮
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
延
暦
寿
の
例
に
な
ら
う
と
あ
る
か
ら
弁

官
・
史
官
が
中
心
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
十
二
月
廿
九
臼
の
門
造
東
寿
年
時
帳
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
四
石
五
斗
　
　
　
　
俗
別
当
史
歳
末
料

と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
も
、
こ
の
頃
東
寺
の
俗
謡
当
に
は
黒
鴨
が
任
ぜ
ら
れ
て

い
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
「
歳
末
料
レ
と
し
て
長
保
二
年
に
は
四
辺
五
斗

が
寺
家
よ
り
繊
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
①
　
『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
二
、
宗
教
蔀
所
双
。

　
②
『
平
安
遺
文
』
第
二
巻
、
週
〇
五
号
。

　
　
　
　
⇒
　
金
剛
峯
寺
・
観
心
等
の
俗
別
当

　
　
　
　
（

　
さ
て
以
上
で
延
暦
、
東
大
、
東
寺
等
の
大
寺
に
お
い
て
は
、
中
央
の
進
入

即
ち
左
右
大
壁
、
左
右
弁
官
・
史
官
な
ど
が
俗
別
当
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
る
に
こ
の
他
の
寺
院
に
お
い
て
薗
司
を
も
っ
て
俗
別
当
に
充
て
て
い

る
場
舎
が
あ
っ
た
。
圏
司
が
寺
社
の
検
校
を
す
る
こ
と
は
先
に
定
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
⑳
次
に
そ
の
一
ご
一
の
例
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
金
剛
峯
寺
に
は
じ
め
て
俗
別
当
が
置
か
れ
た
の
は
承
和
三
（
八
三
六
）
島
牛

五
月
で
、
紀
伊
國
司
を
以
て
之
に
充
て
、
ま
た
造
営
料
と
し
て
紀
伊
傍
都
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

那
賀
両
郡
の
正
税
穀
五
百
矧
を
之
に
充
て
た
。
同
学
は
前
年
二
月
借
日
に
定

額
寺
と
さ
れ
て
い
る
か
殉
こ
の
度
の
慰
は
そ
れ
・
応
ず
る
も
の
で
あ
・

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
貞
観
十
八
（
八
七
六
）
年
七
月
廿
二
日
に
は
、

　
　
金
剛
峯
陸
水
陸
田
珊
八
重
焼
二
紀
伊
国
伊
都
、
那
賀
、
名
草
、
牟
婁
四
郡
d

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
勅
免
鳳
其
租
乱
騰
為
昌
菊
酒
一

と
、
寺
田
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
以
後
同
寺
は
豪
国
の
正
税
を
以
っ
て
修
理
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
充
て
ら
れ
る
例
と
な
る
。

　
河
内
国
観
心
寿
で
も
国
守
又
は
介
が
俗
尉
当
と
さ
れ
た
。
元
慶
七
（
八
八

三
）
究
早
吾
の
罧
内
国
懇
毒
起
資
臨
L
所
鉱
毒
華

　
（
八
四
三
）
年
十
一
月
十
四
渇
の
太
政
官
符
に
は
、
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以
　
当
隅
守
一
充
晶
件
一
別
楽
↓
若
守
蓬
授
、
以
レ
介
充
レ
之
、
単
為
＝
恒
例
嚇

と
あ
っ
て
、
国
守
が
遙
任
で
あ
れ
ば
介
を
あ
て
て
以
後
恒
例
と
す
る
よ
う
に

い
っ
て
い
る
。
事
実
こ
の
資
財
帳
の
最
後
に
は
、

　
　
俗
別
当

　
　
　
国
守
従
五
位
上
藤
原
朝
臣

吊
と
あ
る
。

　
右
の
様
に
国
守
又
は
介
が
俗
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

自
ら
そ
の
任
期
も
在
国
中
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
に
か
く
こ
こ
で
も
中

央
の
官
人
が
俗
別
当
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
寺
院
に
つ
い
て
は
、
　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
添
、
定
額
寺
事
に
延
暦
十
五
年
三
月

　
　
廿
五
日
の
太
政
官
符
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
又
神

　
　
社
に
つ
い
て
は
、
　
『
日
本
後
紀
』
巻
第
昔
二
、
弘
仁
三
年
五
月
三
日
条
に
舗
せ
ら

　
　
れ
て
い
る
。

　
②
　
辻
善
之
助
氏
『
日
本
仏
教
史
』
第
一
巻
、
上
世
篇
、
三
連
五
頁
。

　
③
『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
、
承
和
八
年
二
揖
七
翼
条
。

　
④
『
三
代
実
録
』
巻
第
二
九
。

　
⑤
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
ニ
ニ
○
号
、
延
長
二
年
十
二
月
十
三
日
の
太
政
宮
符

　
　
案
及
岡
第
二
巻
、
四
四
六
号
、
寛
弘
四
年
十
月
十
一
日
の
紀
伊
國
金
剛
峯
寺
門
案
。

　
⑥
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
一
七
四
号
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ホ
　
氏
寺
の
俗
別
当

　
　
　
　
（

　
『
続
日
本
後
気
』
承
和
四
（
八
三
七
）
年
五
月
七
B
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
　
近
城
諸
寺
、
注
煮
沸
絶
、
淫
干
魚
闘
、
詔
定
昌
別
嶺
↓
合
一
其
欝
欝
納
以
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル

　
　
文
武
官
五
位
中
明
察
鮫
直
春
一
着
レ
之
、

と
み
え
る
の
が
注
琵
さ
れ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
詔
が
官
寺
以
外
の
氏
寿

に
対
す
る
俗
別
当
設
置
の
公
布
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
仁
寿
三
（
八
五
三
）
年
十
二
月
二
十
二
日
の
「
太
政
官
牒
し
に
は
、
越
後

権
守
正
五
位
下
坂
上
大
宿
禰
正
野
を
し
て
漕
水
寺
の
別
当
に
す
る
よ
う
い
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
承
和
四
（
八
三
七
）
年
五

月
七
日
治
部
省
に
下
し
た
太
政
富
符
に
お
い
て
こ
の
詔
に
触
れ
て
お
り
、
別

嶺
を
設
置
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
清
水
寺
は
坂
上
疑

の
氏
寿
で
あ
り
、
弘
仁
初
年
よ
り
「
寺
家
跡
職
」
は
坂
上
田
村
麻
罵
の
子
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
よ
っ
て
な
す
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
坂
上
氏
の

五
位
の
も
の
が
俗
別
当
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
他
の
氏
寺
の
俗

別
当
の
存
在
が
承
和
四
（
八
三
七
）
年
以
降
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
ち
の
ふ
み

る
と
思
う
。
例
え
ば
西
黒
氏
の
玩
毒
と
し
て
知
ら
れ
る
河
内
国
西
琳
奪
に
お

い
て
も
俗
別
当
と
し
て
み
え
る
の
は
延
喜
十
六
（
九
一
六
）
年
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
・

す
な
わ
ち
『
西
琳
毒
文
永
注
記
』
　
（
寺
臣
事
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
代

　
　
俗
別
当
　
　
　
延
喜
十
六
年
帳
云
。
　
　
皇
別
嶺
浄
野
宿
禰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
永
延
元
年
帳
云
。
　
　
　
俗
別
露
文
宿
禰
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
し
ら
れ
る
の
で
赴
る
。
勿
論
こ
こ
に
み
え
る
浄
野
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
檀
越
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
西
文
氏
の
枝
族
で
あ
る
。
当
寺
が

119 （119）



奈
良
末
よ
り
西
文
氏
に
よ
っ
て
栢
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
井
上
光
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

属
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
大
伴
氏
の
氏
寺
で
あ
る

紀
伊
国
粉
河
寺
で
も
貞
観
年
中
（
八
五
九
－
八
七
六
）
の
益
継
が
初
代
の
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

刷
当
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
こ
と
か
ら
、
氏
寺
の
俗
別
当
と
い
う
も
の
が
承
和
四
（
八
三
七
）
年

の
こ
の
時
か
ら
制
定
さ
れ
た
と
み
て
ほ
ぼ
誤
り
で
は
な
い
様
に
思
う
。
た
だ

し
従
来
よ
り
寺
院
内
部
の
事
に
関
し
て
こ
れ
に
か
わ
る
「
寺
家
適
職
」
な
ど

と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
先
の
清
水
寺
に
お
い
て
み

た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
官
寺
の
俗
別
当
設
畳
に
伴
い
、
一
定
の
制
と
し

て
定
め
ら
れ
た
の
が
承
和
四
（
八
三
七
）
年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。　

尚
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
り
官
寺
で
も
あ
る
興
福
栄
は
『
酉
宮
記
』
　
（
巻
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
）
諸
宣
旨
に
「
奉
レ
勅
以
晶
氏
士
人
一
為
＝
興
福
寿
別
当
こ
と
あ
り
、
又
同

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

記
（
巻
十
四
）
裏
書
に
も
、

　
　
延
高
四
六
年
十
月
十
三
円
一
、
A
¶
漫
時
朝
距
仏
顧
大
納
雪
口
前
膝
原
、
興
福
土
寸
申
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
力

　
　
左
大
臣
為
捻
狡
、
前
例
以
氏
中
幅
冠
座
件
案
別
当
、
今
以
氏
長
者
可
当

　
　
其
事
、
申
請
依
請
、

と
あ
っ
て
、
書
中
の
宮
人
、
亜
相
を
以
っ
て
別
当
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
延
喜
六
年
に
は
氏
長
者
を
こ
れ
に
当
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
長
保
三
（
一
〇
〇
一
）
年
十
月
三
日
に
は
左
大
弁
藤
原
説
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
興
福
寺
別
当
に
補
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
弁
官
が
充
て
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
以
上
私
は
延
暦
、
東
大
寺
を
は
じ
め
と
す
る
諸
大
寺
の
俗
別
当
の
成
立
を

通
し
て
そ
の
宮
人
俗
別
当
と
し
て
の
性
格
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
み
て
来
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
そ
の
成
立
期
の
役
割
は
下
平
が
「
山
家
学

生
式
」
で
意
図
し
た
僧
尼
の
法
制
に
関
す
る
俗
筆
の
統
制
と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
実
際
上
設
置
さ
れ
た
胆
管
嶺
は
延
暦
寺
に
お
い
て
は
勘
籍
の

こ
と
な
ど
「
天
台
宗
之
事
」
を
検
校
し
た
し
、
東
大
寺
の
初
期
に
お
い
て
は

寺
領
検
察
、
又
東
寺
に
お
い
て
は
造
作
の
こ
と
を
は
じ
め
得
度
、
講
読
師
の

任
免
な
ど
の
雑
事
に
関
し
て
そ
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
又
そ
の
俗
別

当
は
延
麿
寿
、
東
大
寺
に
お
い
て
み
ら
れ
た
如
く
中
央
の
官
人
（
大
臣
、
弁

官
・
史
官
）
に
よ
っ
て
補
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
皇
窒
を
含
む
貴
族
と

専
院
と
の
関
連
を
よ
り
深
め
、
結
果
と
し
て
寺
院
貴
族
化
に
大
い
に
関
わ
り

の
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
様
な
俗
別
当
の
源
流
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
次
に
述
べ
て
み
た
い
。

①
　
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
一
＝
一
一
号
。

②
辻
善
之
助
氏
『
日
本
仏
教
史
』
第
一
巻
、
二
四
六
頁
口
引
の
弘
仁
元
年
十
月
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
日
の
勅
に
「
件
清
水
寺
為
一
一
鎮
護
濁
家
之
庭
↓
期
田
村
丸
之
苗
蕎
為
ソ
誓
成
二
寺
家
之

墜
以
二
三
延
鎮
之
門
二
毛
惨
治
寺
之
二
二
」
と
あ
る
・

③
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
声
明
釈
家
部
所
収
。
尚
こ
れ
に
つ
い
て
は
荻
野
薫
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俗胴当の成立（菊池）

　
七
彦
氏
「
河
内
国
西
琳
寺
縁
起
に
就
い
て
」
（
『
美
術
研
究
』
第
七
九
号
所
収
）
参

　
照
。

④
「
西
琳
寺
文
永
註
記
」
寺
官
事
、
檀
越
項
。

⑤
　
　
「
王
仁
の
後
蕎
氏
族
と
其
の
仏
教
i
上
代
仏
教
ど
帰
化
入
の
関
係
に
就
い
て

　
の
一
考
｛
祭
i
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
五
十
討
論
第
九
号
、
九
四
六
百
ハ
）
。

⑥
西
口
順
子
氏
「
紀
伊
国
粉
河
寺
と
そ
の
縁
起
」
（
『
史
窓
』
第
二
十
一
号
所
収
、

　
五
七
頁
）
。

⑦
故
実
叢
書
所
収
、
西
営
記
◎
、
二
四
二
頁
。

⑧
同
ω
、
二
五
二
頁
。

⑨
『
朝
野
群
載
』
（
国
史
大
系
第
昔
九
上
）
巻
第
七
、
摂
錬
家
。

三
俗
別
当
の
源
流

　
　
　
　
紛
法
頭
の
変
遷

　
　
　
　
（

　
俗
別
当
の
源
流
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
『
臼
本
書

紀
』
推
古
天
皇
珊
二
（
六
二
四
）
年
四
月
及
び
大
化
元
（
六
四
五
）
年
八
月

の
詔
に
み
え
る
「
法
頭
」
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
法
頭
は
仏
教
統
制
の
俗
儒
と
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
便
宜

上
そ
の
関
連
部
分
の
記
事
を
こ
こ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
○
（
推
古
餅
二
年
四
月
三
日
）
有
二
僧
嶋
執
レ
斧
殴
昌
祖
父
（
　
（
中
略
）

　
　
（
十
三
日
）
添
寝
、
夫
道
人
尚
蔵
レ
法
、
何
以
講
晶
俗
人
↓
故
自
今
已
後
、

　
　
任
昌
僧
正
僧
都
↓
劒
慈
レ
絵
蹴
狡
僧
尼
↓
　
（
十
七
日
）
暖
国
観
勒
僧
｝
為
禺
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
む
　
む

　
　
正
↓
以
二
鞍
部
徳
積
一
士
　
僧
都
↓
即
日
、
以
昌
阿
曇
連
一
轡
為
万
法
頭
↓
（
九

　
　
月
三
日
）
校
二
墨
書
僧
尼
一
具
録
　
其
専
所
造
之
縁
、
亦
僧
尼
入
道
之
縁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
及
度
之
年
月
日
一
也
（
下
略
）

　
○
（
大
化
元
年
八
月
五
日
）
（
上
略
）
巡
＝
行
暗
紅
↓
験
二
僧
尼
奴
前
田
敵
之

　
　
実
嚇
而
尽
顕
奏
、
即
以
＝
来
目
鼻
、
獺
三
輪
色
夫
君
、
額
田
部
連
甥
↓

　
　
　
　
。
。
②

　
　
為
＝
法
頭
（

　
さ
て
、
こ
の
法
頭
は
、
古
代
に
お
け
る
僧
官
制
の
成
立
を
考
え
る
上
に
重

要
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
従
来
多
く
の
諸
先
学
に
よ
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
論

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
⑤

究
せ
ら
れ
て
き
た
。
中
で
も
井
上
光
貞
、
田
村
円
澄
両
氏
等
に
よ
っ
て
明
ら

か
と
さ
れ
た
点
は
多
い
。
す
な
わ
ち
、
法
頭
の
職
掌
に
つ
い
て
井
上
残
は
僧

尼
を
監
督
す
る
の
が
僧
正
・
僧
都
で
、
専
院
の
財
産
・
僧
尼
の
名
籍
を
監
督

す
る
の
が
俗
的
機
関
と
し
て
の
法
頭
の
役
割
と
さ
れ
、
こ
れ
を
二
元
的
に
考

え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
田
村
氏
は
僧
正
の
も
と
に
僧
都
・
法
頭
が
あ
り
、

僧
都
は
僧
尼
名
籍
に
関
し
、
法
頭
は
仏
寺
名
籍
に
あ
た
り
、
と
く
に
書
記
的

機
能
が
重
視
さ
れ
た
と
し
て
こ
兀
的
形
態
に
扱
っ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
田

村
琉
は
法
頭
が
天
武
天
皇
十
二
（
六
八
四
）
年
ま
で
存
続
し
、
そ
の
職
務
は

持
統
天
皇
四
（
六
九
〇
）
年
ご
ろ
成
立
し
た
玄
蕃
寮
に
引
き
継
が
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
最
近
に
な
っ
て
佐
久
間
竜
氏
が
こ
の
法
頭
に
つ
い
て
従
来
の
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
佐
久
間
氏
は

そ
の
職
掌
に
つ
い
て
詔
の
読
み
か
た
か
ら
井
上
説
を
と
っ
て
お
ら
れ
、
田
村
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氏
の
所
謂
法
頭
が
僧
正
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
に
は
説
得
力
が

欠
け
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
僧
綱
が
玄
蕃
寮
の
被
官
で
あ
る
事
を
考
え
あ
わ
せ

て
、
僧
正
の
下
に
あ
っ
た
法
頭
が
玄
蕃
寮
に
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
る
田
村
説

に
承
服
し
か
ね
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
指
摘
に
同
意
は

出
来
て
も
、
佐
久
間
氏
が
法
頭
を
「
恐
ら
く
は
理
官
の
被
宮
と
し
て
の
玄
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

寮
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
偏
と
さ
れ
、

そ
れ
以
上
論
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
少
々
も
の
た
り
な
い
。
更
に
井
上
、
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

久
間
両
氏
が
詔
後
法
頭
の
記
事
を
み
な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
は
如
何
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
あ
ろ
う
か
。
私
は
田
村
氏
が
註
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
後
の
法
頭
の

史
料
を
重
視
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
薬
師
、
広
隆
、
法
隆
寺
の
法
頭
が
そ
れ

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
性
格
及
び
職
掌
を
知
る
事
が
法
頭
に
一
つ
の
鯉
明
を
与

え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
俗
別
当
の

源
流
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ

の
史
料
を
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
e
薬
師
寺
三
綱
牒

　
　
（
大
矯
一
）

　
　
薬
師
専
三
綱
牒
　
造
東
大
寺
司
務
所

　
　
　
講
法
華
経
拾
部
撚
衡
巻
威
望
一
部
策
一
巻
捌
替

　
　
右
得
先
三
綱
願
照
謹
言
云
。
件
経
、
以
去
天
平
感
宝
元
年
五
月
廿
二
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
奉
請
東
大
寺
、
受
使
春
宮
坊
舎
人
常
世
連
蔵
人
者
、
今
依
嘱
状
、
差
法

　
　
む

　
　
頭
並
栗
秋
麻
呂
充
使
、
奉
請
雄
琴
、
以
牒
、

　
　
　
天
平
勝
宝
五
年
三
月
十
一
日
　
　
都
維
那
僧
衛
智

　
上
坐
僧
乗
闘

　
寺
主
法
師
弘
曜

　
　
　
　
　
⑪

⇔
広
隆
寺
縁
起

　
謹
検
昌
日
本
書
紀
旧
云
。
推
古
天
皇
十
一
年
。
冬
十
一
月
己
亥
朔
。
皇
太

　
子
三
宮
王
謂
二
諸
大
夫
一
日
。
我
有
二
尊
仏
像
鴻
誰
得
ρ
　
此
像
鴻
将
二
以
共

　
敬
4
秦
造
河
勝
遅
日
。
臣
拝
レ
之
。
便
受
昌
仏
像
4
國
幾
十
　
蜂
岡
寺
～
考
。

　
謹
検
二
案
内
4
十
一
年
冬
。
受
扁
仏
像
⑩
小
墾
田
宮
御
宇
。
推
古
天
皇
即

　
位
壬
午
嘱
望
。
奉
昌
為
聖
徳
太
子
4
大
花
上
庄
造
河
一
所
二
建
立
。
広
隆
寺

　
者
。
読
本
旧
専
家
地
九
条
河
原
里
一
坪
二
坪
十
坪
十
一
坪
十
三
坪
十
四

　
坪
廿
一
二
坪
廿
四
坪
ユ
μ
六
坪
血
川
四
坪
。
　
同
条
雌
加
悶
兇
羽
翼
｛
十
坪
十
一
坪
十
四

　
坪
十
五
坪
合
拾
騨
町
也
。
夏
鳶
若
君
狭
駐
也
。
傍
遷
＝
臼
□
□
五
条
荒

　
愚
筆
八
坪
九
坪
十
坪
十
五
坪
十
六
坪
十
七
坪
。
井
六
ケ
坪
之
内
縛
即
施
嵩

　
入
陸
地
騨
拾
騨
町
騨
段
壱
晒
玖
拾
弐
歩
一
也
。
又
去
延
謄
年
申
。
別
当

　
法
師
泰
鳳
。
籍
ゴ
取
流
記
資
財
帳
等
一
逃
亡
。
又
去
弘
仁
九
年
。
逢
二
非

　
常
之
火
実
4
堂
塔
歩
廊
。
縁
起
雑
公
文
等
悉
焼
亡
。
然
則
此
寺
縁
起
資

　
財
帳
等
共
焼
亡
。
或
散
失
。
難
レ
然
或
地
溜
開
付
入
図
帳
㊨
門
地
常
荒
未
二

　
開
発
面
或
地
入
レ
京
。
未
レ
入
一
…
其
替
⑩
今
為
＝
後
代
⑩
粗
注
昌
其
由
絶
留
二

　
躍
等
家
4
以
為
二
青
簾
矩
鏡
刃

　
　
　
承
和
五
年
十
二
月
十
五
日
　
　
　
檀
越
大
秦
宿
禰
永
道
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大
別
当
伝
灯
大
法
師
位
寿
憲

　
少
別
当
伝
灯
大
法
師
位
道
昌

　
上
一
座
伝
灯
満
紫
藍
賢
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

⇔
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闊
記

む
　
　
む

法
頭
朝
原
宿
禰
明
吉

都
維
那
伝
灯
注
位
僧
群
言

寺
主
俵
灯
満
位
僧
安
恵

　
　
（
上
略
）
庚
午
膀
下
樋
四
月
辮
日
夜
半
。
有
レ
災
二
等
鳩
居
④
（
中
略
）
斑
鳩

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
F

　
　
寺
被
災
之
後
。
衆
人
不
レ
得
レ
定
漏
寺
地
ゆ
故
百
済
入
師
率
二
衆
人
一
身
レ
造
　

　
　
葛
野
蜂
岡
専
⑩
令
レ
造
漏
川
内
高
井
寺
4
百
済
聞
師
。
円
明
師
。
下
氷
君

　
　
雑
物
等
三
人
合
コ
造
三
井
寺
4
家
人
馬
手
。
草
衣
之
馬
手
。
鏡
中
見
。

　
　
凡
波
多
。
犬
飼
弓
削
。
脇
町
見
等
量
為
二
奴
碑
圃
黒
女
連
寒
気
争
コ
論
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
鼠
重
三
須
等
⑩
仕
コ
奉
寿
法
頭
面
家
人
学
業
等
根
本
妙
教
寺
令
二
白
定
謁

　
　
麻
吊
年
八
十
四
。
己
軽
卒
死
。
子
足
人
。
古
年
。
十
四
年
壬
午
八
月
骨

　
　
九
日
出
コ
家
大
官
大
寺
圃
麻
呂
春
。
聖
徳
太
子
十
三
年
丙
午
。
年
十
八

　
　
年
始
為
込
潤
人
⑩
癸
亥
年
二
月
十
五
日
。
始
出
家
為
レ
僧
歎
云

　
さ
て
、
右
の
e
は
『
正
倉
院
文
書
』
中
に
蚊
め
ら
れ
て
い
る
「
薬
師
寺
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

綱
牒
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
え
η
“
9
願
照
は
薬
師
専
寺
主
で
あ
っ
た
．
文
書

の
趣
は
玄
天
平
感
宝
元
（
七
四
九
）
年
五
月
廿
二
日
薬
師
寺
は
菓
大
寺
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

法
華
経
を
借
り
た
。
そ
の
時
の
使
は
春
宮
坊
（
時
に
春
宮
は
後
の
孝
謙
天
皇
）

の
舎
人
で
あ
る
常
世
連
馬
出
で
あ
っ
た
が
今
そ
の
一
部
を
替
え
て
欲
し
い
の

で
薬
師
寺
の
法
頭
並
栗
秋
麻
呂
を
使
と
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
た
の
む
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
秋
麻
呂
が
薬
師
寺
専
主
の
使
と
し
て
充
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
即
ち
請
経
使
と
な
っ
て
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
並
栗

秋
麻
呂
は
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
三
月
廿
五
日
の
「
装
束
司
解
」
に
も
辛

櫃
一
合
敷
布
二
条
を
返
送
す
る
の
に
「
付
議
栗
秋
万
呂
」
と
あ
り
、
又
同
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

五
月
四
日
の
「
上
馬
養
経
敷
齋
返
送
注
文
」
に
も
門
返
送
於
薬
師
導
、
便
使

並
栗
虫
万
呂
」
と
み
え
、
法
頭
が
こ
の
様
な
使
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

⇔
は
承
和
五
（
八
三
八
）
年
十
二
月
十
五
日
の
「
広
隆
寿
縁
起
」
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
法
頭
は
檀
越
、
別
当
、
三
綱
と
連
署
し
て
お
り
寺
院
資
財
に

関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
檀
越
大
秦
画
具
禰
弘
道
と
法
頭
朝
原
宿

禰
明
吉
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
朝
原
氏
は
、
太
田
亮
疑
瑚
、
姓

　
　
　
　
　
⑰

氏
家
系
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
山
城
の
大
族
で
あ
る
秦
氏
の
一
族
で
蔦
野
郡

朝
原
（
あ
さ
は
ら
）
の
地
名
を
負
っ
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
忌
寸
で
あ
っ

た
が
弘
仁
二
（
八
↓
一
）
年
宿
禰
を
賜
っ
て
い
る
。
た
だ
明
吉
な
る
人
物
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
一
族
と
み
な
さ
れ
る
主
税
助
外
従
五
位
下
朝
原

宿
禰
馬
主
は
承
和
元
（
八
三
四
）
年
二
月
二
臼
、
弓
馬
使
の
次
官
に
佳
ぜ
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
又
承
和
三
（
八
三
六
）
年
四
月
廿
九
臼
の
『
続
日
本
後

紀
』
に
は
「
遣
唐
医
甑
山
城
国
葛
野
郡
人
朝
原
宿
禰
岡
野
改
晶
本
居
辺
貫
d
附

左
京
四
条
三
坊
榊
」
と
あ
り
、
平
安
京
の
中
に
奮
い
を
か
え
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
か
な
り
こ
の
一
族
が
活
躍
、
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
こ
の
様
に
蔦
野
郡
の
帰
化
人
系
豪
族
が
広
隆
寿
の
法
頭
に
な
っ
て
寺
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院
経
済
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
薗
補
閾
記
は
作
者
も
成
立
年
代
も
不
明
で
あ
る
が
、
平
安
遷
都
を
予
言
す

る
一
節
が
あ
っ
た
り
、
延
喜
十
七
（
九
一
七
）
年
成
立
の
藤
原
兼
輔
の
「
聖

　
　
　
　
⑲

徳
太
子
伝
暦
」
が
こ
の
差
羽
記
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
成
立

は
遷
都
の
あ
っ
た
延
暦
十
三
（
七
九
四
）
年
以
後
延
喜
十
七
年
以
前
と
推
定

　
　
　
　
⑳

さ
れ
て
い
る
。
又
世
譜
記
に
は
所
謂
法
隆
寺
再
建
非
再
建
論
争
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
「
庚
午
年
四
月
陰
日
夜
半
。
有
レ
災
昌
斑
鳩
寺
こ
な
る
記
事

が
あ
り
、
こ
れ
が
『
日
本
書
紀
』
の
原
資
料
の
古
い
形
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
ら
、
法
隆
寺
被
災
年
月
日
の
問
題
、
ひ
い
て
は
補
選
記
の
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
価
値
評
鱗
を
も
複
雑
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
臨
的
で
は

な
い
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
深
入
り
は
さ
け
る
が
、
こ
の

補
隣
諮
に
よ
る
か
ぎ
り
、
庚
午
の
年
（
そ
れ
が
推
古
天
皇
代
か
天
智
朝
か
い

ず
れ
に
し
て
も
）
火
災
後
に
法
隆
寺
に
は
法
頭
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

た
が
っ
て
補
閥
記
成
立
の
時
期
に
お
い
て
も
又
、
法
頭
の
存
在
を
確
認
し
う

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
兼
輔
の
「
聖
徳
太
子
伝
習
し
の
法
頭
に
関
す
る
部
分

　
　
　
ヤ
ツ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
ウ
ラ

で
は
「
碑
黒
女
。
奴
連
麻
呂
等
。
常
訴
二
冤
柱
⑩
連
碁
澱
受
益
浦
。
性
堪
レ
領

二
守
。
為
二
法
隆
寺
法
頭
一
」
と
な
っ
て
お
り
、
か
れ
の
時
代
に
お
い
て
も
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

頭
が
そ
の
ま
ま
に
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
「
性
勘
レ
領
レ
寺
繍
と
法
頭
の
役
罰
に

つ
い
て
も
寺
を
領
す
る
こ
と
即
ち
管
理
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
さ
え
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
補
閾
記
に
み
え
る
黒
女
連
麻
呂
を
兼
輔
は
わ
け
て

考
え
て
い
る
が
、
黒
女
と
い
う
の
が
古
代
に
お
け
る
官
奴
碑
を
い
っ
た
普
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

名
詞
で
あ
る
ら
し
い
と
こ
ろ
が
ら
、
特
定
の
人
名
で
な
く
象
徴
的
に
つ
け
ら

れ
た
名
前
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
麻
呂
は
補
三
園
に
よ
る
と
聖
徳
太
子
の
舎
人
で
あ
っ
て
、
太
子
に
早
く

か
ら
仕
え
、
推
古
天
皇
十
一
（
六
〇
三
）
年
に
は
出
家
も
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
様
な
人
物
が
太
子
の
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
私
的
な
寺
院
で
あ
る

法
隆
寺
の
法
頭
を
つ
と
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
．
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
様
な
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
Q
ゆ
法
頭
は
斑
鳩
寺
（
法
隆
寺
）
、
広
隆
寺
な
ど
私
守
的
色
彩
の
こ
い
寺
院

　
　
に
澱
か
れ
た
寺
院
の
管
理
者
で
あ
っ
た
。

　
②
従
っ
て
法
頭
に
は
、
そ
の
寺
院
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
老
が
な
っ
た
。

　
筒
法
隆
寺
、
広
隆
寺
に
み
ら
れ
る
如
く
、
法
頭
は
主
と
し
て
墾
徳
太
子
関

　
　
係
寺
院
、
し
た
が
っ
て
新
羅
仏
教
系
統
の
寺
院
に
設
置
さ
れ
た
俗
官
と

　
　
い
う
色
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
晃
え
る
法
頭
は
先
の
推
古
及
び
大
化
の
疇
の
法
頭
と

同
系
列
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
右
の
三
寺
の
法
頭
は
そ
の
具
体
的
な
姿
を

示
す
史
料
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
様
に
み
て
く
る
と
、
法
頭
の
職
掌
が
玄
蕃
寮
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
玄
蕃
寮
の
頭
が
設
置
さ
れ
た
以
後
に
お
い

て
も
こ
の
法
頭
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
頭
が
舎
人
の
経
歴
を
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も
つ
も
の
で
あ
っ
た
り
、
檀
越
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
俗
別
当
の
性

格
と
近
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
法
頭
設
置
の
寺
院
が
特
定
で
あ
っ
た
り
、
又

史
料
の
せ
い
も
あ
る
が
断
片
的
で
あ
っ
た
り
、
又
俗
別
当
初
見
以
後
に
も
法

頭
の
存
置
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
「
宮
人
俗
念
当
」
の
源
流
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
思
う
。
し
い
て
い
う
な
ら
ば
、
先
述
の
氏
寺
に
お
け
る
「
寺
家
之

　
　
　
　
　
⑳

職
」
の
如
き
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
氏
人
（
櫨
越
）
俗
別
当
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
こ
こ
で
法
頭
を
俗
別
当
の
源
流
と
し

て
考
え
る
こ
と
に
は
少
し
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
尚
薬
師
穿
、
法
隆
寺

に
は
先
述
の
如
く
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
に
諸
寺
と
共
に
俗
別
当
が
任
ぜ
ら
れ

　
　
　
⑮

て
い
る
が
、
広
隆
寺
で
は
後
俗
別
当
設
置
の
こ
と
は
み
ら
れ
な
い
し
法
頭
に

つ
い
て
も
そ
の
後
ど
の
様
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
も
の
か
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

①
『
日
本
書
紀
』
巻
第
廿
二
。

②
同
寸
巻
第
廿
五
。

③
井
上
光
貞
氏
「
日
本
に
お
け
る
仏
教
統
制
機
関
の
確
立
過
程
」
（
『
日
本
古
代
圏

　
家
の
研
究
』
所
収
）
、
二
葉
憲
香
氏
『
古
代
仏
教
思
想
史
研
究
』
第
一
篇
第
四
章
、

　
仲
野
浩
蕩
「
大
化
改
新
と
仏
教
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」
　
（
坂
本
太
郎
博
士

　
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
上
巻
所
収
）
、
田
村
円
王
氏
「
玄
蕃
寮
成

　
立
考
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
簗
＋
五
四
・
五
合
併
号
所
収
）
同
「
鴻
鵬
寺
と
玄
蕃

　
寮
」
（
『
日
本
仏
教
』
第
十
九
号
所
収
）
、
佐
久
間
龍
山
「
古
代
僧
官
考
」
（
『
仏
教

　
史
学
』
第
十
ゴ
一
巻
第
…
号
所
収
）
な
ど
。

④
「
日
本
に
お
け
る
仏
教
統
制
機
関
の
確
立
過
程
」
（
前
掲
書
三
三
ニ
ー
三
四
六

　
頁
）
。
菖
以
下
こ
れ
に
よ
る
。

⑤
　
　
「
玄
蕃
幽
漿
成
立
考
」
　
（
十
・
五
一
十
・
七
頁
）
、
「
鴻
隔
…
寺
と
玄
蕃
ぬ
禁
」
　
（
九
…
十
六

　
頁
）
。
以
下
こ
れ
ら
に
よ
る
。

⑥
「
古
代
僧
官
考
」
（
八
1
十
頁
）
。
以
下
こ
れ
に
よ
る
。

⑦
岡
、
（
九
頁
）
。

⑧
井
上
氏
前
掲
論
文
（
前
掲
書
三
三
九
頁
）
、
佐
久
間
氏
前
掲
論
文
（
九
頁
）
。

⑨
「
鴻
山
寺
と
玄
蕃
寮
」
（
十
一
頁
）
の
註
⑥
。

⑩
　
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
羅
、
正
倉
院
文
書
。

⑪
『
朝
野
群
載
』
巻
第
二
、
文
筆
中
、
縁
起
。

⑫
　
　
『
大
急
本
仏
教
全
書
』
一
一
二
及
び
『
群
書
類
従
』
第
五
輯
、
伝
部
一
巻
第
六

　
四
に
所
収
。

⑬
　
竹
内
・
山
田
・
平
野
共
編
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
第
工
巻
、
願
照
項
。

⑭
『
続
日
本
紀
』
巻
第
十
三
、
天
平
十
年
正
月
十
三
日
の
条
に
、
「
立
二
附
倍
内
親

　
王
一
為
二
皇
太
子
一
」
と
あ
る
。
阿
倍
内
親
王
即
ち
孝
謙
天
皇
で
あ
る
。

⑯
『
大
日
本
古
文
書
』
十
二
（
追
加
六
）
。
正
倉
院
御
物
。

⑯
　
詞
、
正
倉
院
文
書
。

⑰
　
第
一
巻
、
八
四
頁
、
朝
原
（
ア
サ
ハ
ラ
）
氏
項
。

⑱
『
続
日
本
後
紀
駈
巻
三
、
同
目
条
。

⑲
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
二
。

⑳
『
群
書
解
題
』
第
四
、
五
－
穴
頁
。

⑳
　
尚
、
こ
の
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
孜
が
あ
　
る
が
、
村
田
治
郎
氏

　
「
法
隆
寺
伽
藍
史
」
　
（
毎
日
新
聞
社
『
法
隆
寺
』
所
載
）
が
諸
説
を
ま
と
め
て
明

　
解
で
あ
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
再
考
す
べ
き
点
が
あ
る

　
様
に
思
う
。
他
日
に
期
し
た
い
。

⑫
　
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
第
霊
巻
、
黒
十
項
。

　
　
上
田
正
昭
氏
『
帰
化
人
』
一
四
〇
頁
。

⑳
　
氏
寺
の
俗
別
当
註
②
参
照
。

㊧
　
東
大
寺
の
俗
別
当
註
⑳
参
照
。
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ン

　
　
　
　
ロ
　
功
徳
使
と
宮
別
当

　
　
　
　
（

　
さ
て
前
節
で
は
俗
別
当
の
源
流
と
し
て
法
頭
1
7
糧
注
評
し
た
が
、
別
系
統
の

も
の
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
こ
の
他
に
先
述
し
た
造
來
大
専
司
の
長
官

及
び
東
大
寺
に
遣
さ
れ
た
「
使
」
な
ど
も
そ
の
職
掌
か
ら
俗
別
当
と
共
通
点

は
多
く
、
そ
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
臨

暗
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
俗
別
轟
の
成
立
に
腹
接
関
係
の
あ

っ
た
も
の
は
他
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
私
は
窟
、
長
安
に

設
け
ら
れ
た
「
功
徳
使
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
そ
れ
は
「
伝
述
一
心
戒
文
」
（
巻
上
）
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
　
大
唐
雑
任
有
昌
左
功
徳
使
4
有
一
看
功
徳
使
鴻
今
古
差
昌
左
功
徳
使
4
四

　
　
時
令
昌
検
校
4
其
出
身
之
法
者
。
依
二
此
之
旨
⑩
令
レ
聞
昌
藤
原
大
臣
4
藤
、

　
　
原
大
臣
云
。
吾
国
無
二
功
徳
使
刈
有
二
宮
溺
当
⑩
漸

　
即
ち
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
左
右
功
徳
使
と
い
う
の
が
我
が
躍
の
「
，
宮
別
当
」

に
比
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
に
い
う
宮
別
当
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

延
暦
骨
三
（
八
〇
四
）
年
九
月
廿
三
山
、
弘
仁
十
（
八
一
九
）
年
十
一
月
五

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

日
、
天
長
五
（
八
二
八
）
年
十
二
月
十
六
臼
の
「
太
政
恩
讐
」
に
み
え
る
莞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

晶
親
王
内
親
王
家
の
穏
当
官
人
、
す
な
わ
ち
宮
家
の
別
当
や
時
代
は
少
し
下

る
が
『
三
代
実
録
曲
（
巻
第
三
十
）
元
慶
元
（
八
七
七
）
年
閏
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

条
に
み
え
る
「
太
上
天
皇
宮
別
当
右
大
弁
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
山
陰
」
の
宮

劉
当
を
さ
す
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
天
皇
家
の
家
政
機
闘
の
肩
当
で
訪
り
㍗
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

皇
の
近
賑
の
兼
官
で
あ
る
。
還
学
生
と
し
て
入
唐
し
た
最
澄
が
唐
中
期
以
降

長
安
に
設
置
さ
れ
た
功
徳
使
に
つ
い
て
話
す
と
、
そ
れ
が
我
が
国
の
宮
別
当

に
比
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
共
に
令
制
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
令
外
の
官
で
あ
る
点
に
お
い
て
も
共
逓
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
そ
の
様
な
功
徳
使
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
こ
の
功
徳
使
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
塚
本
善
隆
氏
が
「
唐
中
期
以
来
の
長

　
　
　
　
⑥

安
の
功
徳
使
」
な
る
論
文
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
お
い
て
も
諸
先
学
に
よ
っ
て
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
詳
細
を

極
め
た
研
究
は
他
に
例
を
み
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は

塚
本
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
以
下
功
徳
使
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
功
徳
使
と
は
詳
か
に
は
修
功
徳
使
の
こ
と
で
「
検
校
修
功
徳
」
の
職
に
あ

る
こ
と
を
い
い
、
こ
の
「
修
功
徳
」
と
は
財
畠
を
喜
捨
し
て
造
専
造
像
写
経

を
な
し
、
法
事
を
修
し
僧
に
供
養
し
繍
織
・
絵
画
・
豊
幡
等
を
以
て
仏
寺
を

荘
厳
す
る
こ
と
等
形
に
現
わ
れ
た
所
謂
供
養
三
宝
の
事
業
を
称
す
る
の
で
あ

っ
て
、
功
徳
の
裏
に
仏
寺
僧
尼
へ
の
財
の
審
附
を
も
念
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
功
徳
使
は
大
暦
九
（
七
七
四
）
年
の
京
城
寺
観
修
功
徳
使
、
言
置
十

三
（
七
七
八
）
の
内
功
徳
使
が
早
い
例
で
、
禁
衛
軍
将
軍
、
宮
廷
内
官
等
が

任
ぜ
ら
れ
た
。
徳
宗
（
七
七
九
i
八
○
圏
）
は
即
位
の
年
（
七
七
九
）
一
時

内
外
功
徳
使
（
内
功
徳
使
に
対
し
て
繋
累
功
徳
使
を
「
外
」
と
称
し
た
も
の
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が
）
を
廃
し
た
が
間
も
な
く
復
活
し
、
京
城
寺
観
修
功
徳
使
を
左
右
両
街
に

分
っ
て
二
人
と
し
た
。
そ
し
て
貞
元
四
（
七
八
八
）
年
西
京
に
左
右
衝
大
功

徳
使
、
東
都
に
東
都
功
徳
使
が
置
か
れ
僧
尼
の
籍
及
功
役
を
総
管
せ
し
む
る

こ
と
に
な
っ
た
。
僧
籍
を
掌
る
以
上
少
く
と
も
西
京
に
お
け
る
僧
尼
管
属
は

従
来
の
管
轄
で
あ
る
祠
部
を
は
な
れ
て
内
侍
禁
軍
の
有
力
者
の
手
に
移
っ
た
。

そ
し
て
第
一
回
の
左
右
功
徳
使
に
窪
窟
出
身
の
禁
衛
軍
の
武
将
が
な
り
、
そ

れ
以
後
歴
代
の
神
策
至
当
中
尉
と
い
う
要
職
の
者
が
こ
の
両
街
功
徳
使
を
兼

ね
る
例
と
な
る
。
又
こ
の
こ
と
か
ら
東
都
功
徳
使
も
お
そ
ら
く
西
京
同
様
に

内
侍
省
関
係
者
、
禁
衛
軍
関
係
者
が
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

さ
れ
て
い
る
。
憲
宗
（
八
〇
五
－
八
二
〇
）
の
元
和
二
（
八
〇
七
）
年
に
い
た

り
詔
が
あ
っ
て
僧
尼
道
士
は
す
べ
て
左
右
功
徳
使
の
所
志
と
な
り
祠
部
司
封

（
鋼
製
は
道
士
を
淫
す
る
）
は
こ
れ
に
関
与
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
塚
本
氏
は
唐
の
政
治
史
上
に
お
け
る
内
侍
省
、
禁
衛
軍
関
係
者
の
勢

力
拡
張
の
～
爾
を
う
か
が
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
又
両
街
功
徳
使
の
下
に

そ
れ
ぞ
れ
副
使
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
ま
た
左
右
護
軍
中
尉
副
使
の
兼
任
で
あ

っ
た
。
又
功
徳
使
の
職
掌
に
つ
い
て
は
「
訳
夢
裏
業
を
監
統
し
、
訳
出
経
典

を
中
外
に
宣
下
し
、
以
っ
て
こ
の
修
功
徳
に
よ
り
天
子
群
生
の
福
を
庶
ふ
た

の
で
あ
っ
て
、
穫
れ
そ
の
「
功
徳
使
扁
た
る
の
職
務
に
他
な
ら
ぬ
」
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
修
功
徳
使
と
は
朝
廷
並
に
僧
徒
の
修
功
徳
の
事

業
を
助
成
し
、
検
校
す
る
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
唐
初
よ
り
あ
っ
た

（
従
っ
て
唐
令
に
規
定
さ
れ
た
）
僧
尼
検
校
の
官
庁
崇
玄
署
、
祠
部
な
ど
と

は
こ
と
な
り
唐
中
期
以
降
の
長
安
に
於
け
る
仏
教
統
監
上
の
官
職
に
し
て
多

く
寛
官
の
有
力
者
（
内
侍
省
、
禁
衛
軍
関
係
）
の
兼
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
。
⑧

し
た
が
っ
て
駄
卸
も
「
大
唐
雑
任
」
　
「
大
唐
薪
任
扁
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で

所
謂
令
外
の
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
こ
の
よ
う
な
中
国
の
功
徳
使
こ
そ
が
、
最
澄
が
「
山
家
学
生
式
」
で

「
俗
別
当
両
人
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
唐
の
令
翻
が
我
が
国
に
与
え
た
影
響
は
今
更
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
令
外
の
宮
に
つ
い
て
も
こ
の
様
に
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
功
徳
使
の

こ
と
を
最
愛
は
よ
く
知
っ
て
い
た
も
の
の
様
で
、
彼
の
晩
年
の
弟
子
円
仁
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
に
お
い
て
か
れ
が
長
安
に
入
る
時
左
街
功
徳
使
の

と
こ
ろ
を
訪
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
抵
抗
な
く
書
き
記
し
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
特
別
の
説
明
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ら
み
て
も
円

坐
は
長
安
に
功
徳
使
と
い
う
も
の
の
い
る
こ
と
を
す
で
に
最
澄
よ
り
闘
い
て

知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
み
て
く
る
と
最
戸
に

よ
り
麿
の
宗
教
行
政
の
移
入
が
か
な
り
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ

り
、
平
安
仏
教
設
立
者
と
し
て
の
最
澄
の
役
割
が
こ
の
様
な
点
に
も
あ
る
こ

と
を
し
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
最
澄
、
空
海
を
は
じ
め
と
す
る
入
唐
僧

の
活
躍
に
あ
ら
た
め
て
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
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以
上
俗
別
当
の
源
流
を
考
え
る
上
に
唐
の
功
徳
使
が
少
か
ら
ず
影
響
を
与

え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
間
題
は
軽
々

し
く
断
じ
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
問
題
提
起
の
形
で
私
毘
を
述
べ
て
み
た

の
で
あ
る
。
大
方
の
御
教
示
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
宮
別
当

と
い
う
天
皇
家
の
家
政
機
関
に
お
け
る
別
当
の
問
題
が
こ
れ
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

①
　
　
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
五
荷
二
顕
戒
論
一
達
二
殿
上
櫓
文
。

②
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
七
、
文
書
面
恥
事
訳
『
日
本
後
記
』
同
日
条
。

③
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
道
橋
事
。

④
同
、
巻
二
十
、
断
罪
贋
銅
事
。

⑤
最
澄
の
入
唐
は
延
暦
昔
三
（
八
〇
四
）
年
三
月
、
帰
国
は
翌
年
の
七
月
で
あ
る
。

⑥
『
東
方
学
報
騙
（
京
都
）
四
所
載
。

⑦
山
崎
宏
氏
の
「
唐
代
に
於
け
る
僧
尼
所
隷
の
問
題
」
（
『
支
那
申
世
仏
教
の
展

　
開
』
第
四
章
、
五
六
七
一
五
九
三
頁
）
及
び
「
唐
代
の
僧
官
一
僧
統
・
僧
録
・

　
僧
正
一
」
（
同
書
第
五
章
、
六
七
〇
頁
）
に
も
功
徳
旋
の
こ
と
は
詳
し
い
。
又

　
諸
戸
立
雄
「
乙
甲
に
於
け
る
仏
教
教
団
の
統
制
」
（
『
文
化
』
第
十
六
巻
第
六
号
、

　
四
六
〇
頁
）
、
道
端
良
秀
氏
『
唐
代
仏
教
史
の
研
究
』
（
第
一
章
唐
朝
の
仏
教
対
策

　
第
四
節
寺
院
僧
尼
の
取
締
と
沙
汰
、
一
一
二
頁
）
に
お
い
て
も
ふ
れ
て
お
ら
れ

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
む
　
ニ

⑧
「
顕
戒
論
」
巻
下
（
『
仏
教
大
師
金
集
』
第
一
巻
所
収
）
に
は
「
夫
大
康
新
任

　
ヨ
　
有
二
左
功
徳
使
出
有
半
右
功
徳
使
一
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
新
任
」
と
い
っ
て
い

　
る
。
唐
令
に
な
い
、
し
た
が
っ
て
漸
し
く
任
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑨
『
仏
教
全
書
』
所
収
。

四
　
む

す

び

　
以
上
平
安
初
期
に
あ
ら
わ
れ
た
官
人
事
績
薮
が
ど
の
様
な
も
の
か
ら
成
立

し
て
き
た
か
を
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
俗
別
当
に
重
職
の
大
臣

及
弁
官
史
官
な
ど
が
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
当
初
の
藤
原
三
守
を
は
じ

め
東
大
寺
に
み
ら
れ
る
如
く
、
蔵
人
を
歴
任
し
た
天
皇
の
側
近
の
臣
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
俗
別
当
の
源
流
と
し
て
宮
別
当
が
か
か
わ
り

が
あ
り
そ
う
だ
、
な
ど
の
点
か
ら
、
天
皇
の
家
政
機
関
で
あ
る
「
所
」
の
別

当
の
問
題
と
も
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
俗
別
当
の

成
立
に
は
是
非
と
も
こ
の
「
所
」
の
成
立
を
併
行
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

　
　
①

と
思
う
。
た
と
え
ば
『
三
代
実
録
』
（
高
塀
＋
）
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
十
二

月
十
一
日
条
に
は
、

　
　
淳
和
院
永
置
二
公
卿
別
当
一
。
先
レ
是
。
御
重
影
野
親
王
三
州
。
淳
和
院
。

　
　
縁
鞘
先
太
后
遺
旨
4
為
下
京
城
尼
不
レ
能
二
自
存
一
老
上
。
所
一
堂
止
一
也
。
九

　
　
其
所
レ
行
諸
事
。
一
如
＝
太
上
天
皇
在
世
時
鴻
又
大
覚
寺
。
是
嵯
越
彊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
天
皇
旧
居
也
。
又
嵯
峨
太
上
天
皇
。
太
皇
太
后
。
三
和
大
后
三
陵
在
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
其
身
側
而
又
懐
林
寺
。
是
嵯
峨
太
皇
太
后
御
願
所
レ
建
也
。
三
所
行
事
。

　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　

　
　
同
等
二
家
島
請
田
置
晶
公
卿
別
当
粗
悪
ラ
其
検
校
4
詔
聴
レ
之
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
後
院
淳
和
院
及
び
嵯
峨
の
御
在
所
で
あ
っ
た
嵯
峨
院
の
あ

と
大
覚
寺
、
壇
林
寺
が
同
一
の
公
卿
別
当
に
よ
っ
て
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
点
や
、
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俗別当の成立（菊池）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ニ
ろ
あ
て

康
保
年
中
（
九
六
四
－
九
六
七
）
の
所
充
で
は
雅
楽
寮
の
別
当
に
藤
原
伊
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
、
天
王
等
別
当
に
藤
原
兼
通
を
同
時
に
補
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
所
所

の
別
当
と
寺
院
の
俗
別
当
の
関
連
性
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
源
高
明
の
『
西

宮
記
』
　
（
四
十
五
）
に
は
「
補
　
諸
司
諸
寺
所
々
別
当
一
事
」
と
あ
り
、
諸
司
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

華
寿
、
所
所
の
検
校
、
別
当
が
同
時
に
捕
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
し
、

永
詐
言
（
九
八
九
）
年
に
至
っ
て
は
、
「
諸
寺
別
当
公
卿
弁
二
朱
レ
置
、
又
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

≧
有
二
可
レ
被
レ
置
之
定
↓
然
而
其
事
無
一
二
定
こ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
、

諸
寺
の
俗
別
当
と
宮
廷
内
の
所
所
の
別
当
が
同
じ
性
格
の
も
の
と
し
て
岡
時

に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
令
外
の
官
と
し
て

の
俗
別
当
は
以
後
有
名
無
実
化
離
し
た
公
卿
の
兼
宮
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
所
」
の
鴉
当
と
ま
っ
た
く
命
運
を
と
も
に
す
る
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
当
然
「
所
」
の
成
立
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
俗
別
当
の
成
立
が
漸
く
律
令
制
度
の
変
質
を
あ
ら
わ
す
平

安
初
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
度
こ
の
俗
別

当
の
存
在
に
雨
雫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
①
二
俗
別
当
の
成
立
、
④
の
註
⑤
参
照
。

　
②
　
　
『
禁
秘
抄
考
査
』
　
（
故
実
叢
書
所
収
）
中
巻
、
殿
上
人
事
。

③
『
西
宮
記
』
（
故
実
叢
書
所
収
）
⇔
、
二
七
六
頁
。

　
④
塁
上
右
記
』
ハ
大
日
本
古
記
録
所
収
）
の
、
永
酢
元
年
八
月
廿
九
日
条
。

　
⑤
『
続
左
丞
抄
』
（
国
史
大
系
、
第
十
二
巻
）
第
三
、
承
久
二
年
三
月
廿
五
日
、

　
　
由
疋
文
譲
　
様
、
定
諸
司
所
々
諸
山
守
撫
校
別
当
。
　
　
　
（
東
都
女
予
大
学
大
学
院
学
生
）

俗
別
当
設
置
状
況
年
裏

年
　
　
号

弘
仁

九、

ｪ、

�¥

ｵ

同
書
、
欝
、
三

同茜
、
四
、
＋
四

天
長
九
、

同
＋、

l、

ｺ

同
＋、

ｵ
～
八
、

承
和
蕊
、
鳳
、

同
四
、
五
、
七

圭
冠
、
五
、
五

言
寺
邑

事

項
　
可

八
天

八
二
三

同
八
蓋

八
三
旦

同
八
三
六

八
三
瑠

八
三
八

延
暦
寺

同同量同紀
研
国

金
剛
峯
寺

東
大
寺

歳
澄
「
山
家
学
生
式
」
に
お
い
て

「
俗
鋼
当
両
人
」
を
提
唱
。
俗
別

当
の
初
見
。

中
納
言
藤
原
三
守
、
右
中
弁
大
伴

国
道
別
当
と
な
る
。
以
後
左
大
臣

を
検
校
、
左
大
弁
、
左
大
史
を
別

当
と
な
す
。

僧
劃
定
戒
牒
（
延
鷹
寺
文
書
）
に

刷
当
と
し
て
三
守
及
国
道
の
名
が

み
ゆ
。

僧
円
珍
度
牒
に
別
当
と
し
て
一
二
守

と
治
部
少
録
高
向
朝
臣
高
主
の
名

が
み
え
る
。

僧
円
強
度
牒
に
刷
当
と
し
て
三
守

及
高
主
の
名
み
ゆ
。

僧
光
二
上
表
文
に
瑚
当
と
し
て
三

守
と
共
に
藩
中
納
言
藤
原
吉
野
の

名
み
ゆ
。

紀
伊
国
司
を
以
っ
て
別
当
と
す
る
。

近
城
諸
寺
に
認
あ
り
、
別
当
を
定

め
文
武
官
五
位
中
の
明
察
鰻
直
な

る
者
を
之
に
充
て
る
。

寺
家
俗
別
当
正
六
位
上
石
川
真
主

を
高
幡
岡
に
遣
し
て
寺
地
勘
傾
を

　
　
　
典

則
家
学
生
式

天
台
座
主
記

叡
捨
要
記

平
安
遺
文

同編
年
雑
集

続
艮
本
後
紀

平
安
遺
文
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ド

万
わ
し
め
る
。

同
識
、
八
、
亙
　
同
　
　
同

造
東
大
寺
司
記
文
案
（
束
石
院
文

書
）
に
、

　
別
当

　
　
大
法
師
位
円
明

　
　
参
議
民
部
卿
朝
野
宿
禰
鹿
取

　
　
　
内
竪
高
橋
朝
臣
祖
嗣

　
　
　
内
竪
石
川
靱
臣
真
主

と
み
ゆ
。

承
和
五
、
九
以
前
「
造
作
之
事
」

を
掌
る
俗
別
当
が
あ
っ
た
こ
と
実

同
五
、
九

歪
八
　
東
　
　
寺

延
暦
寺
の
例
に
な
ら
な
い
、
鋼
轟

に
真
言
宗
の
事
を
検
校
さ
せ
て
欲

し
い
買
を
請
う
。

岡
六、

ﾕ、

}

制
覇
　
同

承
和
五
、
九
要
求
の
事
、
治
部
省

に
許
可
の
太
政
官
符
下
る
。

同七、

Z、

�
W

八
四
〇
　
東
大
寺

阿
波
圏
副
詞
（
図
南
院
文
書
）
に

　
使
東
大
寺
瑚
当
内
竪
正
六
二
上

　
石
川
真
幸

と
み
ゆ
。

岡
九、

ｵ
、
一
半

八
里
　
同

因
幡
園
司
、
承
和
五
、
九
、
五
の

太
政
富
符
に
よ
り
葉
大
寺
優
（
鋼

当
内
竪
）
石
川
真
主
と
共
に
寺
田

を
勘
糺
す
る
。

同
　
　
　
　
八
四
［
繍
　
河
内
国
　
　
河
内
国
守
（
又
は
介
）

＋、

{一

A
壷
　
　
　
　
観
心
寺
田
当
と
す
る
。

を
以
っ
て

同東
宝
記

同同平
安
日
文

同

嗣

八
四
六
一
棄
大
寺
一
僧
綱
牒
（
葉
驚
院
文
書
）
に
、
　
　
一
同

十
黛
、
九
、
一
「
申
一

同
茜
、
三
、
七

嘉
祥

　
二
、
九
、

同闘、

O、

G
二

仁
寿

　
二
、
臨
、
七

三、

蛛
A
幸
ご

天
安
元
、

　
　
六
、
七

八
四
七

八
三

八
互

八
五
二

八
五
三

八
署

貞
観
　
　
　
八
さ

三、

縺A

絈
W

同
　
　
　
…
八
六
七
…

　
九
、
六
、
士

熱
田
神
宮
寺

東
大
寺

海
卵
三
昧
寺

東

大

無

山
城
国

　
清
水
寺

東
大
寺

建
興
寺

（
元
興
寺
）

安
祥
専

劉
戦
鼓
大
弁
宜

と
み
ゆ
。

太
政
官
符
案
（
熱
田
神
宮
文
書
）

に
、
　
神
宮
寺
別
当
蔭
孫
正
八
位
下
御

船
木
津

と
み
ゆ
。

換
狡
　
別
当
中
納
言
源
朝
距

　
玄
藩
寮
助
春
庭
宿
車

定
額
穿
と
な
し
、

当
と
な
す
こ
と
、

え
る
。

公
卿
を
煩
に
別

太
政
官
符
に
み

鋼
当
中
納
言
源
朝
離

玄
蕃
銃
口
春
庭
宿
禰

越
後
権
守
正
五
位
下
坂
上
大
言
薦

疋
野
を
別
当
と
な
す
。

繕
綱
牒
（
東
粥
院
文
書
）
．
に

俗
別
当
扁
と
み
ゆ
。

「
道

俗
鋼
当
を
置
く
。

伽
非
監
縁
起
資
財
帳
に
、

　
止
孤
弱
別
当
右
よ
入
由
入
正
六
位
」
詣
坂

　
宿
繍
期
文

　
参
日
目
四
位
下
行
左
大
弁
兼
播

　
磨
権
守
大
江
朝
駆
音
人

．
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．

同同
類
聚
三
代
絡
．

平
安
遺
文

同同三
代
実
録

平
安
遣
文
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俗別当の成’立（菊池）

岡十
一
皿
、
八
、
十
七
　
．

　
　
以
前

＋［司

犬
一1）

七

八
七
一

東
大
寺

同
　
　
　
　
一

穴
、
八
、
山
九
…

元
慶

五、

{
二
、
±

　
　
　
八
七
至
貞
観
寺

尚
七、

縺A

ｸ
八
八
一

八
八
灘

大
覚
寺

…
癬
林
寺
．

観
心

中
納
言
藤
原
常
行
、
右
中
弁
藤
原

良
近
が
鋼
当
と
な
っ
て
い
る
。

参
議
民
部
卿
南
期
年
名
別
当
と
な

る
。＊
こ
れ
以
後
炎
久
一
工
（
一
〇
四
二
）

　
年
に
至
る
ま
で
の
『
火
日
本
古

　
文
一
口
』
所
収
の
棄
衛
…
院
文
勲
口
に

　
み
え
る
東
大
月
日
由
別
当
に
つ
い

　
て
は
、
別
表
「
補
任
交
替
表
」

　
に
表
恭
し
た
の
で
省
略
す
る
。

平
安
遺
文

大
日
本
古

同

俗
撫
校
及
鯛
蜘
あ
り
。

代

実
録

八岡
rr堰h

h
一一

公
卿
別
当
を
澱
き
擾
校
せ
し
む
。

寺
　
俗
別
当
と
し
て
諸
政
従
五
位
上
藤

　
…
疎
朝
臣
あ
り
。

八
鹸
．

．
凍
メ
縛
．
爾
髄
・
羅
源
漂
漏
脳
黛
落
［
．

」
興
福
寺

．
法
華
寺

元
興
寺

新
薬
師
寺

薬i延大

師i暦安
讐i寺導

大
月
日
藤
原
良
世
を
別
際
と
す
る
。
…

大
納
欝
藤
原
冬
嗣
を
鋼
当
と
す
る
。
．

．
参
議
左
近
中
将
藤
原
有
実
を
別
当

…
と
す
る
。

参
議
左
大
弁
藤
療
日
蔭
を
鋼
当
と

す
る
。

参
議
左
兵
衛
督
源
光
を
別
当
と
す
、

る
。

，
蹴
掛
提
董
，
参
欝
下
闇
働
允
克
薩
鷹
附
経
を
．

．
同

平
安
遺
文

同

π

寛
平

一一

A
＋
一
、
二
四

岡

七、

ｪ、

M

同　八
、
二
、
＋

r岡
i
九i

　　延

六鴛：
　　F“一1一

　一

十

　天
些暦
九
一一

H補

同

八
九
〇

八
登

八
九
六

九
Ω
二

九
完

九一

Z
九
蓋

別
当
と

す
る

　e

鷹
大
寺
　
参
議
右
近
衛
督
源
冷
を
刷
当
と
す

　
　
　
　
　
る
。

「
秋
篠
寺
‘
左
湯
華
を
以
っ
て
検
校
と
な
す
。

法
隆
寺
参
議
右
衛
門
督
藤
原
諸
蔦
を
溺
当

　
　
　
　
　
と
な
す
。

・
四
天
王
寺
　
中
納
言
源
能
有
を
別
当
と
な
す
。

円
成
寺

大
安
寺

長
谷
寺

興
福
寺

東
　
　
寺

一
口
明
　
　
　
昌
ア

　
　
　
　
お
て

延
暦
寺

河
内
園

　
西
琳
寺

石
清
水

　
八
幡
宮

太
政
官
符
に
弁
ハ
史
を
以
っ
て
俗
別

当
を
置
く
と
あ
る
。

「
大
安
寺
縁
起
」
に
、

　
俗
別
当
遣
庸
大
使
中
納
　
爵
従
三

　
位
兼
行
左
大
弁
一
門
権
大
央
侍

従
菅
原
一
門

と
あ
る
。

「
長
谷
寺
縁
起
文
」
に
、

　
俗
別
盗
左
大
臣
従
二
位
藤
原
朝

　
臣
良
世

と
み
ゆ
。

左
大
渓
を
以
っ
て
検
校
と
な
す
。

以
前
は
氏
中
亜
絹
を
以
っ
て
為
し
、

今
は
氏
長
者
を
以
っ
て
あ
て
る
。

、
左
大
距
源
光
、
劉
当
を
兼
ね
る
。

「
西
琳
寺
文
永
連
記
」
に
、

俗
別
当
浄
野
宿
翻

と
み
ゆ
。

「
石
清
水
八
幡
宮
略
補
任
」
に
、

　
俗
別
当
史
広
遠
　
九
月
十
霊
日

と
あ
り
、
こ
の
日
史
官
【
の
広
遠
が

類
聚
三
代
格

群
書
類
従

同西
宮
紀

小
右
記

続
群
書
類
従

大
日
本
史
料
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康
保
元
、

　
二
、
二
蓋

康
保
年
中

安
和
元
、

　
　
二
、
蓋

天
元

　
瓢
、
二
、
申
二

同
五、

�A

{七

永
観

　
元
、
六
、
E

永
延
元
、

九六

l
九
六
四
壱

九六

ｪ
九
八
二

九
八
二

九八

O
九
八
七

大
覚
寺

補
任
さ
れ
た
。

諸
寺
別
当
を
定
む
。

参
議
源
重
信
、
別
当
と
な
る
。

海
鴎
課
野
獣
寸
寸
，
磐
癒
奮
，

雲
林
院

元醍i天
田醐i王
寺寺i寺

円
融
寺

同大
安
寺

石
清
水

　
八
幡
宮

護
鼠
寺

西
琳
寺

参
議
藤
原
伊
ヂ
、
別
当
と
な
る
。

藤
原
兼
山
、
別
当
と
な
る
。

別
当
を
補
す
。

諸
司
・
諸
寺
の
別
当
を
定
む
。

大
納
霊
源
重
信
は
「
彼
寺
溺
当
」

と
あ
る
。

皇
太
后
宮
大
夫
源
重
信
は
「
別
当

上
卿
」
。

源
重
信
、
俗
別
当
た
る
に
よ
り
別

当
珪
華
の
宣
旨
を
奉
・
る
。

太
政
宮
牒
に
、
俗
鋼
当
従
五
位
上

履
朝
運
開
常
が
卒
表
し
た
た
め
、

そ
の
替
と
し
て
今
ま
で
神
主
で
あ

っ
た
従
五
位
上
紀
朝
臣
安
遠
が
俗

鋼
当
職
に
補
任
せ
ら
れ
、
　
「
宮
寺

雑
務
㎏
を
勤
仕
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
み
え
る
。

「
西
四
四
文
永
註
記
」
に

当
事
宿
禰
」
と
み
え
る
。

「
俗
別

村
上
天
皇

」
．
御
記
…
…

公
卿
補
任

禁
秘
土

日
本
紀
略

小
右
記

同類
聚
符
宣
抄

続
群
書
類
従

兀氷
穴酢
ゴ
竿
九

同正
暦

　
五
、
八
、

管長
主日
　s
一卜凸

プも

九
八
九

「
諸
寺
の
別
当
公
卿
弁
等
が
未
だ

置
か
れ
な
い
、
又
所
所
綴
か
る
べ

き
の
定
が
あ
る
の
に
そ
の
事
が
一

定
で
な
い
」
と
諸
寺
所
所
の
別
当

に
つ
い
定
あ
り
。

同

遷
幸
所
所
の
響
蓬
む
。

九
九
四

δ
8

里
雫
三
＝
8
一

同
五
、
ヨ
、
七

同
五、

ｵ、

}

　　寛

9弘
誓
宅

同期、

m
、
副
査

δ
〇
三

同
一
8
蕊

一
8
六

神
宮
寺

石
清
水

棄
　
　
寺

興
福
寺

石
清
水
神
宮
寺

筑
前
国

観
世
音
寺

大
安
寺

観
世
音
寺

権
俗
別
当
次
第
（
石
清
水
文
書
）

に
、　
藤
原
氏
方
任

と
み
え
る
。

造
東
寺
年
終
帳
に
「
四
目
五
斗
俗

別
当
史
歳
末
料
」
と
あ
る
。

左
∴
入
暇
日
原
説
孝
を
勾
当
と
な
す
。

太
政
官
符
に
、
神
主
紀
兼
輔
が
等

親
当
に
転
任
し
た
の
で
そ
の
替
と

し
て
正
六
位
上
紀
朝
臣
兼
任
を
神

主
に
補
任
す
る
こ
と
が
み
え
る
。

筑
前
岡
観
号
音
寺
牒
案
に
、

検
校
大
法
垂
雪
名

別
当
大
監
藤
原
同

典
代
長
峯
岡

と
あ
る
。

別
当
上
卿
道
綱
と
み
ゆ
。

筑
前
国
観
世
音
寺
牒
㎜
案
に
、

　
検
狡
少
弐
藤
原
朝
臣

　
別
当
二
二
藤
原
朝
臣

　
　
　
少
典
　
日
下
部

小
右
記

岡大
日
本
史
料

平
安
遺
文

朝
野
群
載

類
聚
符
宣
抄

平
安
遺
文

小
右
記

平
安
遺
文
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俗別当の成立（菊池）

長
和

四、

蛛
A
究

治
安

　
三
、
＋
、
葺

岡
暇、

l
、
…
壬
轟

畏
麿

　
二
、
一
】
一
、
一
　

天
喜

　
蹴
、
四
、
三

承
保

　
［
冊
九
、
主

δ
蓋

δ
二
三

δ
二
矧

一Ω
一
宝
雌

一
薯
六

同
　
克
荷

寛
治

　
六
、
正
、
八

一
〇
九
三

法
隆
寺

神

寺

石
清
水

観
世
齋
響

石
清
水

　
八
幡
宮

隅
田
荘

龍
泉
寺

石
清
水

（
神
寓
寺
）

同円
宗
寺
．

と
み
ゆ
。

長
谷
寺
別
当
経
理
が
法
隆
寺
別
当

及
び
律
師
を
望
む
申
文
を
藤
原
実

資
の
所
へ
持
ち
来
た
る
。
実
資
は

法
隆
寺
の
俗
別
当
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
律
師
に
任
じ
て
欲

し
い
旨
を
奏
聞
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
し
て
申
文
を
返
授
し
て
い

る
。

僧
兼
清
解
案
（
石
清
水
文
書
）
に
、

　
俗
甥
当
従
四
位
下
紀
朝
阻
在
判

と
あ
る
。

俗
瑚
当
少
監
藤
原
朝
臣

俗
別
当
・
思
延
が
い
る
の
に
紳
憲
時

任
が
別
当
の
執
行
を
し
て
い
る
由
、

早
く
や
め
る
よ
う
石
清
水
の
方
よ

り
下
文
あ
り
。

龍
泉
寺
氏
人
等
解
案
に
、

　
罷
泉
寺
氏
人
宗
岡
公
明
在
判

　
権
俗
別
当
宗
岡
朝
臣
在
覇

　
俗
別
当
散
位
宗
岡
公
用
在
覇

と
あ
る
。

俗
刷
当
輔
任
及
び
権
別
当
頼
清
…
な

ど
の
名
が
み
え
る
。

俗
別
当
輔
…
任
の
名
み
ゆ
。

上
卿
別
当

小
右
記

平
安
遺
文

同同同
水
左
記

中
右
記

嘉
保

篇、

O、

c
九

δ
九
五

贋
清
水
神
宮
寺

俗
別
当
従
四
位
下
紀
輔
正

権
俗
目
当
正
五
肩
下
同
日
頁

　
　
　
　
従
五
位
噴
門
頼
永

　
　
　
　
従
五
位
下
同
輔
良

　
　
　
　
　
　
　
　
同
貞
行

権
俗
別
当
下
蘭
兼
仲

な
ど
が
み
え
る
。

＊
天
永
二
（
一
　
～
一
）
年
成
立

　
と
さ
れ
る
『
江
家
次
第
』
に
石

　
清
水
臨
時
祭
の
晦
に
俗
別
当
が

　
幣
を
捧
げ
て
宿
院
北
一
門
に
立

　
つ
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
尚
、

　
俗
別
当
に
紀
氏
が
補
任
ざ
れ
て

　
い
る
の
は
、
僧
行
教
（
紀
氏
）

　
と
の
関
連
か
ら
で
あ
ろ
う
。

同

〈
附
記
〉

本
稿
は
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
昭
聯
四
十
二
年
度
修
士
論
文
と
し
て

提
出
し
た
『
貴
族
当
会
の
研
究
』
の
一
部
で
あ
る
。
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underground　in　the　middle　of　the　Ming　dynasty　earlier　than　the　appea－

rance　of　Li－chuo－wu．

The　Determination　of　the

　　the　organization　of　the

　　　　　　　　eve　of　the　Polish

Revolutionary　routes　and
Russian　officets，　on　the

rebellion　in　1863．

　　　　　　　by

Tetsuro　Aratake

　　In　thls　thesis　we　have　treated　the　condit量ons　in　which　the　Russ圭arr

Revolution　developed　illto　a　military　one　in　the　period　of　the　first

revo玉utionary　situation　between　the　ninetee！1。fifties　and　the　nineteen－

s三xties．　In　these　days，圭n　Russia，　the　capitalism　was　yet　at　an、gradua王

developing　stage　and　the　laboring　class　was　not　organized，　while　the

revoi面onary　party　could　not　settle　down　in　mind．of　the　people．．王11

view　of　these　situat圭ons，　the　revolutionists，　though　they　thought　a　revolu－

tion　by　the　people　to　be　essentially　important，　coul◎nQt　help　expecting

the　army，　the　only　organized　power，　as　the　initiative　of　a　revolution．

They，　after　all，　failed　in．a　revolution　ow量ng　to　the　insuf且ciant　prepara－

tions．　But，　in　this　process，　the　people　deepened　the圭r　understand量ng

about　the　peoPle’s　role　as　a　driving　force　of　historical　development，

the　nature　of　tzarism　in　the　class　sys乞em，　and　the　basis　of　the　revo玉u一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
tionary　alliance　between　Russia　and　．　Poland，　which　was　inherited　as　a

valuable　properむy　to　the　folowing　era．

　　　　　Formation　of　Zokubetto俗別当

especia1王y　on　the‘Kanjin’Zokubett6「官人」俗別当

眺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyol〈o　Kikuchi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t．

　　Zokubetto俗別当，　with　close　relation　of　the　Buddhist　policy量n　early

Heian　）IZ’t；（　era，　have　been　discussed　on　the　Ujibito一　（or　Dan－otsu）　Zoku－

bett6無人（壁越）俗別当in　tutelary　temples　of　the　country　clans　alone二

Is　it　really　sufficient？

　　In　this　article，　attending　to　the　fac乞that　Zokubetto俗別i当in　various

　　　　　　　　．　（159）



established　temples，　such　as　Enryakuji延暦寺，　T6daiji東大寺，　T6ii東寺，．．

etc．，　were　oMcials，　such　as　Sadaijin左大距，　Udaijin右大臣，　Benkan弁官，．．

Shikan史官，　etc．，　we　recognize　the　existence　of　so－called“officials’”

Zokubett6「官人」俗別当，　and　refer　to　their　character　and　payt　through

their　forming　process；　and　also　we　olifer　the　essay　that　their　origin

might　not　be“H6t6”「法頭」as　a．Buddhist　controHing　organization圭n

the　dynasties　of　Suiko推古and　Temmu天武，　but　rather“Kung－t6・shih”

「功徳使」in　the　T’ang唐dynasty　in　China．

　　We　cannot　co11ectively　understand　the　development　of　the　Buddhist

policy　in　6arly　Heian平安era　without．consideration　of“official”Zoku一・

be£t6「官人」俗別当as　well　as“tutelary　temple”Zokubett6．．
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